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理事長コラム

理
事
長
コ
ラ
ム〝
世
界
を
生
き
る
〞

学
校
法
人 

渡
辺
学
園
理
事
長
　菅
谷 

定
彦

日
経
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
時
代
⑫

　
1
9
7
1
年
（
昭
和
46
年
）
か
ら
３
年
間
の
日
本

経
済
新
聞
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
時
代
は
、
多
く
の

先
輩
、
友
人
に
恵
ま
れ
た
。
特
に
兵
庫
県
西
宮
市
の

甲
陽
学
院
中
学
校
１
年
生
以
降
の
〝
生
涯
の
友
〞
で
、

大
阪
大
学
医
学
部
教
授
に
な
っ
た
多
田
道
彦
君
が
、

阪
大
医
学
部
に
女
性
２
番
で
入
学
し
た
同
窓
生
、
梢

夫
人
と
共
に
同
時
期
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
の

マ
ウ
ン
ト
・
サ
イ
ナ
イ
医
学
部
で
研
究
活
動
を
し
て

い
た
こ
と
が
、
私
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
を
一
段
と

楽
し
く
し
た
。

　
赴
任
早
々
の
３
月
中
旬
、
多
田
君
か
ら
今
シ
ー
ズ

ン
最
終
段
階
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
オ
ペ
ラ（
Ｍ
Ｅ
Ｔ
）

で
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
ア
イ
ー
ダ
」
の
チ
ケ
ッ
ト
が
２

枚
取
れ
た
の
で
一
緒
に
と
の
電
話
が
入
っ
た
。
着
任

早
々
で
あ
い
さ

つ
回
り
や
原
稿

執
筆
に
追
わ
れ

て
は
い
た
が
、

甲
陽
学
院
高
校

時
代
、
硬
式
テ

ニ
ス
で
国
民
体

育
大
会
第
３
位

な
ど
全
国
的
プ

レ
ー
ヤ
ー
だ
っ

た
私
は
音
楽
愛

好
家
で
も
あ
っ

た
の
で
、
二
つ
返
事
で
Ｏ
Ｋ
。
時
差
の
問
題
で
夕
方

が
仕
事
に
な
る
夕
刊
用
記
事
を
急
ぎ
済
ま
せ
て
ホ
ッ

ト
ド
ッ
グ
を
２
本
早
食
い
。
42
丁
目
９
番
街
の
マ
グ

ロ
ウ
ヒ
ル
本
社
内
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
局
か
ら
11
〜

13
丁
目
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に
近
い
ウ
エ
ス
ト
サ

イ
ド
の
リ
ン
カ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー
に
か
け
つ
け
た
。

初
め
て
の
M
E
T
な
の
で
、
早
め
に
ス
タ
ー
ト
し
た

が
あ
い
に
く
の
渋
滞
で
、
到
着
し
た
の
は
３
分
前
。

待
っ
て
い
た
多
田
の
第
一
声
は
「
相
変
わ
ら
ず
ギ
リ

ギ
リ
や
な
」。

　
甲
陽
学
院
高
校
３
年
生
時
代
、私
が
庭
球
部
主
将
、

多
田
は
Ｎ
ｏ
．２
兼
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
生
徒
会
長
で

も
あ
っ
た
が
、放
課
後
の
高
校
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
、

私
が
ト
イ
レ
や
着
替
え
に
手
間
取
り
、
い
つ
も
一
番

最
後
に
到
着
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
開
演

直
前
に
中
央
部
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
ゆ
っ
く
り
と
上

昇
す
る
中
、
１
階
中
央
部
の
席
に
着
い
た
と
こ
ろ
で

開
幕
。
シ
ャ
ン
パ
ン
を
飲
み
な
が
ら
の
短
時
間
休
憩

を
は
さ
ん
で
３
時
間
余
。
広
大
な
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
に

響
き
わ
た
る
豊
か
な
声
量
。
本
物
の
象
が
２
頭
登
場

す
る
華
や
か
な
舞
台
に
圧
倒
さ
れ
た
。

　
以
降
、
米
州
編
集
総
局
長
と
し
て
２
度
目
、
２
年

間
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
勤
務
を
合
わ
せ
る
と
50
回
近
く

は
Ｍ
Ｅ
Ｔ
に
通
い
続
け
た
。
当
時
は
男
性
で
は
ド
ミ

ン
ゴ
、
パ
バ
ロ
ッ
テ
ィ
、
女
性
で
は
ノ
ー
マ
ン
、
バ

ト
ル
の
全
盛
期
。
大
好
き
だ
っ
た
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ

ク
の
「
ホ
フ
マ

ン
物
語
」
は
３

〜
４
回
も
観
劇

す
る
な
ど
、
多

田
同
様
オ
ペ
ラ

フ
ァ
ン
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

は
11
月
か
ら
３

月
ま
で
寒
さ
や

降
雪
で
ゴ
ル
フ

が
出
来
な
か
っ

た
こ
と
も
、
幸
い
し
た
。

　
あ
る
夕
刻
、
多
田
か
ら
話
が
あ
る
の
で
食
事
し
よ

う
と
い
う
の
で
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
会
っ
た
と
こ

ろ
、「
お
い
菅
谷
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・

生
理
学
賞
を
と
れ
る
か
も
」
と
言
い
出
し
た
。
続
い

て
多
田
は
、「
心
筋
細
胞
体
の
活
性
を
制
御
す
る
蛋
白

質
、ホ
ス
ホ
ラ
パ
ン
を
自
ら
発
見
し
た
」と
言
う
の
だ
。

「
中
味
は
よ
く
理
解
出
来
な
い
が
頑
張
れ
」
と
言
う
に

止
め
た
が
、
そ
こ
か
ら
多
田
の
悩
み
が
始
ま
っ
た
。

　「
こ
の
論
文
は
じ
め
自
分
の
業
績
は
全
て
、
主
任

教
授
が
筆
頭
で
俺
は
２
番
手
、
３
番
手
」。「
し
か
し

日
本
に
戻
る
と
研
究
費
は
米
国
の
10
分
の
１
、
雑
用

は
10
倍
」
と
言
う
。
私
は
こ
れ
と
全
く
同
じ
こ
と
を

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
作
り
出
し
て
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理

学
賞
を
受
賞
し
た
山
中
伸
弥
京
都
大
学
教
授
か
ら
後

日
聞
い
た
。
多
田
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
ね
ら
っ
て
米

国
に
居
続
け
て
も
と
れ
る
保
証
は
な
い
し
、
阪
大
教

授
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
る
。
こ
の
話
に
10
回
近
く
は
つ

き
合
い
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
研
究
で
成
果
を
挙
げ
て
い

る
梢
夫
人
と
良
く
相
談
す
る
べ
き
だ
が
、
俺
な
ら
米

国
に
残
る
、
と
言
い
続
け
た
。
　
　
　
　
　

　
多
田
の
結
論
は
帰
国
し
て
大
阪
大
学
で
頑
張
り
続

け
る
こ
と
だ
っ
た
が
、
山
崎
豊
子
の
「
白
い
巨
塔
」

の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
阪
大
医
学
部
で
研
究
以
外
に
多

く
の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、
教
授
を
20
年
近
く
続
け
た

後
、
神
戸
市
に
新
設
さ
れ
た
産
学
共
同
の
「
ゲ
ノ
ム

医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
」
社
長
。
人
望
も
厚
く
、
平
成

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人（
下
①
）

米
医
大
比
で
研
究
費
10
分
の
１
雑
用
10
倍

12
年
第
17
回
国
際
研
究
学
会
の
日
本
部
会
会
長
な
ど

国
際
会
議
に
年
１
回
は
海
外
出
張
し
、
私
の
米
州
編

集
総
局
長
時
代
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
度
々
会
っ
て
い

た
が
、
平
成
17
年
２
月
食
道
ガ
ン
で
67
歳
の
若
さ
で

死
去
し
た
。

　
私
は
後
、日
経
専
務
取
締
役
大
阪
本
社
代
表
時
代
、

大
阪
大
学
の
医
学
部
長
、
教
授
と
交
流
が
あ
り
、
多

田
の
話
題
に
な
る
と
、「
米
国
に
残
っ
て
お
ら
れ
た

ら
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
可
能
性
は
あ
っ
た
と
思
う
」
と

口
を
そ
ろ
え
て
い
た
の
で
、
私
は
多
田
の
本
当
の
死

因
は
わ
が
国
の
不
十
分
な
研
究
費
と
人
間
関
係
の
ス

ト
レ
ス
だ
と
い
ま
で
も
思
っ
て
い
る
。

　
多
田
は
オ
ペ
ラ
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
ゴ
ル
フ
の
愛
好

家
だ
っ
た
。
私
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
着
任
の
７
月
に
さ

そ
わ
れ
た
ボ
ス
ト
ン
交
響
楽
団
の
夏
休
み
兼
演
奏
会

の
タ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
旅
行
は
梢
夫
人
と
３
人
だ
っ
た

が
、
ゴ
ル
フ
も
や
る
と
い
う
の
で
近
く
の
ゴ
ル
フ
場

で
一
戦
交
え
た
こ
と
も
あ
る
。
腕
前
は
私
と
近
い
レ

ベ
ル
だ
っ
た
が
欠
点
は
プ
レ
ー
が
遅
い
こ
と
。

テ
ィ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
上
が
っ
て
打
つ
ま
で
１
分
ぐ

ら
い
か
か
る
。「
何
を
考
え
て
る
ん
だ
」
と
聞
く
と
、

打
つ
前
に
押
え
る
ポ
イ
ン
ト
が
８
か
所
あ
る
と
の
返

事
。「
せ
め
て
半
分
に
し
ろ
」
と
い
っ
た
が
、
悪
い

ク
セ
は
最
後
ま
で
治
ら
な
か
っ
た
。

　
私
の
日
経
取
締
役
大
阪
本
社
編
集
局
長
時
代
、
後

に
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
を
受
賞
し
た
京
都
大

学
の
本
庶 

祐
教
授
と
３
人
で
プ
レ
ー
し
た
い
と
の

申
し
出
が
多
田
か
ら
あ
り
、「
本
庶
先
生
の
プ
レ
ー

の
ス
ピ
ー
ド
は
」
と
聞
く
と
、「
俺
よ
り
遅
い
」
と

い
う
の
で
断
っ
た
が
、
こ
れ
が
ゴ
ル
フ
に
関
す
る
多

田
道
彦
と
の
最
後
の
会
話
に
な
っ
た
。

※
次
号
は
日
経
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
時
代
⑬

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人
（
下
②
）」
で
す
。
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02 

児
童
学
部
が
２
０
２
３
年
４
月
ス
タ
ー
ト

08 

連
載「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゆ
く
え
」 　   

女
性
の
未
来
と
希
望

東京家政大学大学院／東京家政大学／東京家政大学短期大学部／東京家政大学附属女子中学校高等学校／東京家政大学附属みどりケ丘幼稚園

04 令和時代の小学校教諭養成
14 グローバル教育センター
16 附属女子中学校高等学校

vol.2

1987年日経米州編集総務局長時代。
来米した多田教授とマンハッタンの菅谷宅にて。

1971年７月タングルウッドの民泊で。
多田道彦、梢夫妻と。

ほ
ん
じ
ょ
た
す
く

（
訂
正
）
前
号
の
理
事
長
コ
ラ
ム
の
写
真
説
明
で
、

大
木
充 

元
ソ
ニ
ー
常
務
と
あ
る
の
は
元
ソ
ニ
ー
専

務
。
文
中
菅
谷
の
日
経
常
務
取
締
役
名
古
屋
所
長
と

あ
る
の
は
、
日
経
常
務
取
締
役
名
古
屋
代
表
の
誤
り

で
し
た
。



02Tokyo Kasei Press なでしこ Vol.93Tokyo Kasei Press なでしこ

2023年４月「児童学部」誕生2023年４月「児童学部」誕生

児童学部長（就任予定）
岩崎 美智子

1968年発刊の学科機関誌には、「児童というものについて正しい観念をもち、児童をしっ
かりとつかんで、子どもの将来の幸福を確保することが児童学科の使命である」と書かれて
います。この「児童学科」を「児童学部」と読みかえれば、まさにこれからの児童学部が目
指していることになるでしょう。教員免許や保育士資格をとることも大事ですが、子どもや
保育・教育について考え、学ぶことが児童学部の主要な目的なのです。
保育や教育の仕事は、一人ひとりの子どもをとらえて保育や教育を構想し、実践するおも

しろさがありますし、クリエイティブな職業です。児童学部は、保育園・幼稚園や小学校の
先生になりたい、子どもに関わる何かをやってみたい、という人には、最適な学びの場です。
子ども・保育・教育の専門家である多彩なスタッフと、学生の可能性を引き出すカリキュラム、
のびのび学べる緑豊かなキャンパスと、なにより同じ目標をもった仲間がいます。在学中も
卒業後も、頑張るあなたを応援していきたい。私たちはそんな児童学部でありたいと願って
います。

保育・教育はクリエイティブな仕事です

新時代の「子どもの教育とケア」を学ぶ
60年の「児童学」教育実績をもとに開設

児童学部　誕生2023年4月

児童学科

児童学専攻
　ほとんどの学生は、卒業後、幼稚園や保
育施設に就職しています。毎年多くの学
生が公立保育所の保育士採用試験に合
格して就職しており、公立幼稚園にも年
間10人前後合格しています。また、保育
に関する研究を深めるために、東京家政
大学大学院や他大学院へ進学する道も
あります。

児童学科

育児支援専攻
　毎年多くの学生が公立保育所の保育
士採用試験に合格して就職しており、公
立幼稚園にも年間10人前後合格してい
ます。卒業生は、幼稚園や保育・福祉施設
等資格を活かした就職先、また、ベビー用
品などを扱う企業等、育児に関わる幅広
い分野で活躍しています。保育に関する
研究を深めるために、東京家政大学大学
院や他大学院へ進学する道もあります。

　小学校教諭の養成に重点を置き、確か
な授業力と学級経営力を身につけること
のできる体系的なカリキュラムを用意。小
学校教諭としての専門性を高めるととも
に、特別支援教育やいじめ、不登校などの
今日的な教育課題に対応できる、子ども
理解に優れた教員の育成を目指します。
小学校教諭だけでなく、幼稚園教諭の免
許も取得できます。

初等教育学科
P4-6で詳しく

時代のニーズに応える
保育・教育のスペシャリストを養成します。

「保・幼・小」の連携を意識して学ぶ

これからの時代で必要とされる確かな力を身につける

複雑化する現代社会においては、乳幼児から児童に至るまで、子どもの発達過程を連続的にとらえること
がこれまで以上に重要となります。
長きに渡る子どもの発達過程をしっかりと見通しながら、児童学科においては就学前の乳幼児期を中心に
理解を深め、初等教育学科においては小学校入学後の成長を中心に学び、それぞれの専門分野を深めていき
ます。

児童学部では、現代の子どもたちが直面している問題をとら
え、子どもたちが希望を持って未来社会を生き抜くことができ
るよう、子どもをサポートできるカリキュラムを用意していま
す。
子どもや保育・教育について深く考える講義や、主体的で体
験的な学びの機会となる現場実習、新たな保育・教育を構想す
る力を育む専門的な演習が充実しています。
好奇心や探求心を刺激し、理論に基づく確かな知識と、保育・
教育実践、支援方法を学びながら、これからの時代に必要な力
を確実に身につけます。

児童学科児童学専攻

乳幼児保育のスペシャリストとして
幼稚園教諭・保育士を目指す

　児童学の基礎を５分野から総合的
に学ぶことで、子どもの育ちを支え
る高度な知識と確かな実践力を兼ね
備えた、即戦力のある人材を養成す
る。

学びの特色

取得できる・目指せる資格

幼稚園教諭一種免許状、保育士資格、
社会福祉主事任用資格、図書館司書

児童学科育児支援専攻

子育て支援のクリエイターとして
幼稚園教諭・保育士を目指す

　家庭や地域など幅広い分野で、親
子の幸せを支える子育て支援の高度
な専門知識と保育実践力を兼ね備え
た、即戦力のある人材を養成する。

学びの特色

取得できる・目指せる資格

幼稚園教諭一種免許状、保育士資格、
社会福祉主事任用資格、
認定ベビーシッター資格

初等教育学科

小学校教育のプロフェッショナル
を目指す

　小学校教諭の養成に重点を置き、高い
授業力と学級経営力を身につける。また、
特別支援教育やいじめ、不登校などの今
日的な教育課題に対応できる、子ども理
解に優れた教育の育成を目指す。

学びの特色

取得できる・目指せる資格

小学校教諭一種免許状、幼稚園教諭
一種免許状、キャンプインストラク
ター、学校図書館司書教諭❖

❖卒業の翌年に交付されます。
　※他学科の科目を履修することで、中学校教諭二種免許状（英語）を取得することが可能です。（ただし、時間割の関係から幼稚園教諭一種免許状は取得でき
　なくなります）。

①深い子ども理解にもとづく保育・教育構想力
②子どもの実態に合わせた実践的指導力
③子どもの幸せをめざして課題解決する支援力

次世代の保育・教育に
必要とされる力
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児童学部長（就任予定）
岩崎 美智子

1968年発刊の学科機関誌には、「児童というものについて正しい観念をもち、児童をしっ
かりとつかんで、子どもの将来の幸福を確保することが児童学科の使命である」と書かれて
います。この「児童学科」を「児童学部」と読みかえれば、まさにこれからの児童学部が目
指していることになるでしょう。教員免許や保育士資格をとることも大事ですが、子どもや
保育・教育について考え、学ぶことが児童学部の主要な目的なのです。
保育や教育の仕事は、一人ひとりの子どもをとらえて保育や教育を構想し、実践するおも

しろさがありますし、クリエイティブな職業です。児童学部は、保育園・幼稚園や小学校の
先生になりたい、子どもに関わる何かをやってみたい、という人には、最適な学びの場です。
子ども・保育・教育の専門家である多彩なスタッフと、学生の可能性を引き出すカリキュラム、
のびのび学べる緑豊かなキャンパスと、なにより同じ目標をもった仲間がいます。在学中も
卒業後も、頑張るあなたを応援していきたい。私たちはそんな児童学部でありたいと願って
います。

保育・教育はクリエイティブな仕事です

新時代の「子どもの教育とケア」を学ぶ
60年の「児童学」教育実績をもとに開設

児童学部　誕生2023年4月

児童学科

児童学専攻
　ほとんどの学生は、卒業後、幼稚園や保
育施設に就職しています。毎年多くの学
生が公立保育所の保育士採用試験に合
格して就職しており、公立幼稚園にも年
間10人前後合格しています。また、保育
に関する研究を深めるために、東京家政
大学大学院や他大学院へ進学する道も
あります。

児童学科

育児支援専攻
　毎年多くの学生が公立保育所の保育
士採用試験に合格して就職しており、公
立幼稚園にも年間10人前後合格してい
ます。卒業生は、幼稚園や保育・福祉施設
等資格を活かした就職先、また、ベビー用
品などを扱う企業等、育児に関わる幅広
い分野で活躍しています。保育に関する
研究を深めるために、東京家政大学大学
院や他大学院へ進学する道もあります。

　小学校教諭の養成に重点を置き、確か
な授業力と学級経営力を身につけること
のできる体系的なカリキュラムを用意。小
学校教諭としての専門性を高めるととも
に、特別支援教育やいじめ、不登校などの
今日的な教育課題に対応できる、子ども
理解に優れた教員の育成を目指します。
小学校教諭だけでなく、幼稚園教諭の免
許も取得できます。

初等教育学科
P4-6で詳しく

時代のニーズに応える
保育・教育のスペシャリストを養成します。

「保・幼・小」の連携を意識して学ぶ

これからの時代で必要とされる確かな力を身につける

複雑化する現代社会においては、乳幼児から児童に至るまで、子どもの発達過程を連続的にとらえること
がこれまで以上に重要となります。
長きに渡る子どもの発達過程をしっかりと見通しながら、児童学科においては就学前の乳幼児期を中心に
理解を深め、初等教育学科においては小学校入学後の成長を中心に学び、それぞれの専門分野を深めていき
ます。

児童学部では、現代の子どもたちが直面している問題をとら
え、子どもたちが希望を持って未来社会を生き抜くことができ
るよう、子どもをサポートできるカリキュラムを用意していま
す。
子どもや保育・教育について深く考える講義や、主体的で体
験的な学びの機会となる現場実習、新たな保育・教育を構想す
る力を育む専門的な演習が充実しています。
好奇心や探求心を刺激し、理論に基づく確かな知識と、保育・
教育実践、支援方法を学びながら、これからの時代に必要な力
を確実に身につけます。

児童学科児童学専攻

乳幼児保育のスペシャリストとして
幼稚園教諭・保育士を目指す

　児童学の基礎を５分野から総合的
に学ぶことで、子どもの育ちを支え
る高度な知識と確かな実践力を兼ね
備えた、即戦力のある人材を養成す
る。

学びの特色

取得できる・目指せる資格

幼稚園教諭一種免許状、保育士資格、
社会福祉主事任用資格、図書館司書

児童学科育児支援専攻

子育て支援のクリエイターとして
幼稚園教諭・保育士を目指す

　家庭や地域など幅広い分野で、親
子の幸せを支える子育て支援の高度
な専門知識と保育実践力を兼ね備え
た、即戦力のある人材を養成する。

学びの特色

取得できる・目指せる資格

幼稚園教諭一種免許状、保育士資格、
社会福祉主事任用資格、
認定ベビーシッター資格

初等教育学科

小学校教育のプロフェッショナル
を目指す

　小学校教諭の養成に重点を置き、高い
授業力と学級経営力を身につける。また、
特別支援教育やいじめ、不登校などの今
日的な教育課題に対応できる、子ども理
解に優れた教育の育成を目指す。

学びの特色

取得できる・目指せる資格

小学校教諭一種免許状、幼稚園教諭
一種免許状、キャンプインストラク
ター、学校図書館司書教諭❖

❖卒業の翌年に交付されます。
　※他学科の科目を履修することで、中学校教諭二種免許状（英語）を取得することが可能です。（ただし、時間割の関係から幼稚園教諭一種免許状は取得でき
　なくなります）。

①深い子ども理解にもとづく保育・教育構想力
②子どもの実態に合わせた実践的指導力
③子どもの幸せをめざして課題解決する支援力

次世代の保育・教育に
必要とされる力
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2023年 児童学部初等教育学科 誕生
令和時代の小学校教諭養成

小
学
校
教
育
を
め
ぐ
る

３
つ
の
変
化

　
来
年
誕
生
す
る
児
童
学
部
初

等
教
育
学
科
（
現
・
家
政
学
部

児
童
教
育
学
科
）
で
は
、
小
学

校
教
諭
１
種
免
許
状
を
原
則
全

員
が
取
得
す
る
こ
と
を
目
指
す

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま

す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

必
修
化
や
小
学
校
高
学
年
に
お

け
る
教
科
担
任
制
な
ど
、
小
学

校
教
育
が
途
切
れ
な
く
変
化
し

て
い
る
今
、
令
和
の
小
学
校
に

お
け
る
教
育
現
場
で
は
何
が
起

き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
数
年
の
小
学
校
教
育
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
転

換
に
つ
い
て
半
澤
学
科
長
が
開
口
一
番
に
言
及
し
た

の
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
普
及
で
す
。「
今
の
小
学
生
の

手
に
は
み
ん
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
授
業
が
当
た
り
前
に
な
っ
た
、

こ
れ
が
一
番
大
き
な
変
化
だ
と
思
い
ま
す
。
3
年
前

に
は
想
像
す
ら
し
な
か
っ
た
こ
と
で
す
よ
」

　
文
部
科
学
省
が
す
べ
て
の
児
童
生
徒
に
学
習
用
端

末
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
え
る
「
G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
構
想
」
を
打
ち
出
し
た
の
は
2
0
1
9
年
12

月
。
今
や
2
0
2
1
年
3
月
時
点
で
お
お
む
ね
児
童

生
徒
一
人
に
つ
き
一
台
の
学
習
用
端
末
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。（
１
）

　
そ
し
て
、
こ
の
2
年
あ
ま
り
の
コ
ロ
ナ
禍
で
小
学

校
教
育
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
余
儀
な
く
さ
れ
、
は
か

ら
ず
も
急
速
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
が
普
及
す
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。「
わ
た
し
た
ち
の
世
代
は
も
ち
ろ
ん
、

小
学
校
教
諭
を
目
指
す
今
の
大
学
生
で
す
ら
小
学
校

の
時
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
授
業
を
経
験
し
て
い

ま
せ
ん
か
ら
ね
。
自
分
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
授

業
に
取
り
掛
か
り
、
し
か
も
き
ち
ん
と
成
り
立
つ
よ

う
に
授
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
簡
単
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
っ
た
授
業
を
円
滑
に

で
き
る
よ
う
に
初
等
教
育
学
科
の
学
び
も
進
化
さ
せ

て
い
き
ま
す
」

　
ま
た
、
2
0
2
０
年
度
か
ら
は
新
学
習
指
導
要
領

で
小
学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
必
修
化
さ
れ
ま

し
た
。
現
・
児
童
教
育
学
科
で
も
「
教
育
に
お
け
る

I
C
T
活
用
」「
子
ど
も
の
思
考
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」

と
い
っ
た
専
門
教
育
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

半
澤
学
科
長
に
よ
れ
ば
「
文
部
科
学
省
の
学
習
指
導

要
領
が
こ
う
変
わ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
を
予
測
し
て
、

現
在
の
児
童
教
育
学
科
で
は
こ
れ
ま
で
も
科
目
編
成

や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
先
ん
じ
て
一
歩
ず
つ
前
進
さ
せ

て
き
ま
し
た
。
初
等
教
育
学
科
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

後
も
、
こ
う
い
っ
た
前
進
的
な
姿
勢
は
継
承
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
」

　
次
に
２
つ
目
の
変
化
と
し
て
英
語
教
育
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
半
澤
学
科
長
は
次
の
よ
う
に
そ
の
低
学
年

化
を
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
今
の
大
学
生
は
、
小

学
校
５
・
６
年
生
の
と
き
に
英
語
の
授
業
を
受
け
て

は
い
ま
す
。し
か
し
、教
科
と
し
て
の
英
語
で
は
な
く
、

外
国
語
で
楽
し
み
な
が
ら
会
話
し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
す
る
外
国
語
活
動
だ
っ
た
ん
で

す
ね
。
今
は
教
科
と
し
て
の
英
語
を
５
・
６
年
生
で
、

外
国
語
活
動
を
３
・
４
年
生
で
行
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
英
語
教
育
の
低
学
年
化
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で

い
ま
す
」

　
英
語
教
育
を
き
ち
ん
と
実
践
で
き
る
教
員
を
養
成

す
る
に
は
、
単
に
語
学
と
し
て
英
語
を
学
ぶ
だ
け
で

は
な
く
、
小
学
校
で
実
際
に
教
科
と
し
て
扱
う
英
語

を
学
生
へ
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。「
初
等
教
育
学
科
で
は
、
英
語
教
育
の
低
学
年
化

と
い
う
社
会
の
流
れ
に
則
し
た
授
業
内
容
に
つ
い
て
、

今
後
検
討
を
重
ね
て
い
く
予
定
で
す
。本
学
の
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
て
、
初
等
教
育
学

科
の
専
門
教
育
と
語
学
教
育
の
両
面
か
ら
最
適
な
ア

プ
ロ
ー
チ
方
法
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
」

　　
そ
し
て
３
つ
目
の
変
化
は
、
多
様
性
の
尊
重
。
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
と
も
称
さ
れ
、

お
互
い
の
個
性
を
認
め
合
い
活
か
し
て
い
く
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
小
学
校
に
は
、
障
が
い
や
不
登
校
、

外
国
籍
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
背
景
や
事
情
の
あ
る
児

童
が
多
数
在
籍
し
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
小
学
校
で

は
教
諭
１
人
に
対
し
て
35
〜
40
名
程
度
の
児
童
を
対

象
に
授
業
を
し
ま
す
が
、
一
斉
授
業
を
行
い
な
が
ら

同
時
に
個
別
対
応
の
必
要
が
あ
る
児
童
に
も
接
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
・
児
童
教
育
学
科
で
は
教
育

現
場
で
こ
れ
ら
に
し
っ
か
り
と
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

こ
れ
ら
に
関
連
す
る
授
業
を
文
部
科
学
省
が
定
め
る

最
低
基
準
以
上
に
開
講
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
座
学
の
通
り
に
い
か
な
い
の
が
教
育
現
場
の

難
し
さ
で
「
保
護
者
を
含
め
た
個
別
対
応
の
仕
方
を

大
学
の
授
業
で
取
り
上
げ
て
い
ま
す
け
ど
も
、
実
際

の
学
校
現
場
で
は
も
っ
と
生
々
し
い
こ
と
が
起
き
る

ん
で
す
よ
ね
。
つ
ま
り
、
個
別
の
対
応
が
必
要
な
児

童
に
か
か
り
っ
き
り
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
他
の
子

ど
も
か
ら
『
ず
る
い
』『
わ
た
し
た
ち
に
も
構
っ
て
』

と
な
り
ま
す
。
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
、
学
級
が
混

乱
し
ち
ゃ
う
。
で
す
か
ら
、
S
D
G
s
で
言
わ
れ
て

い
る
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
た
め
の
個
別
対
応
と
、

学
級
経
営
を
円
滑
に
で
き
る
と
い
う
集
団
対
応
の
両

輪
を
あ
わ
せ
持
っ
た
教
員
を
養
成
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
は
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
」

教
育
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

　
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
状
況
を
反
映
し

て
、
課
せ
ら
れ
る
任
務
が
次
々
に
山
積
し
て
い
る
小

学
校
教
諭
だ
が
、
教
育
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と

し
て
必
要
と
な
る
資
質
や
能
力
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　新
任
も
ベ
テ
ラ
ン
も
〝
先
生
〞

　
働
く
場
と
い
う
視
点
か
ら
小
学
校
を
見
る
と
他
の

職
場
と
は
大
き
く
環
境
が
異
な
り
ま
す
。
企
業
で
あ

れ
ば
先
輩
が
実
際
の
仕
事
を
通
じ
て
業
務
を
教
え
て

く
れ
ま
す
が
、
大
半
の
時
間
を
過
ご
す
教
室
は
先
生

と
子
ど
も
だ
け
。「
職
員
室
で
は
他
の
先
生
と
や
り
と

り
で
き
ま
す
が
、
教
室
で
は
自
分
一
人
で
仕
切
ら
な

い
と
い
け
な
い
で
す
か
ら
ね
。
し
か
も
、
新
任
で
も

ベ
テ
ラ
ン
で
も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
み
ん
な〝
先

生
〞
な
ん
で
す
。
子
ど
も
に
も
保
護
者
に
も
言
い
訳

は
通
用
し
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
こ
は
シ
ビ
ア
な
世
界
で

す
ね
。ま
た
、長
年
の
教
員
経
験
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、

授
業
の
上
手
下
手
と
い
う
の
は
年
数
を
経
れ
ば
大
抵

の
技
術
は
身
に
つ
き
ま
す
が
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

を
理
解
し
、
そ
の
一
人
ひ
と
り
が
満
足
で
き
る
学
級

運
営
こ
そ
が
小
学
校
教
諭
の
力
量
と
し
て
問
わ
れ
続

け
る
と
こ
ろ
で
す
。
小
学
校
教
諭
を
目
指
す
と
き
に

夢
見
る
こ
ん
な
先
生
に
な
り
た
い
と
い
う
憧
れ
と
は

か
け
離
れ
た
難
題
も
次
か
ら
次
へ
と
起
こ
り
ま
す
か

ら
、
受
容
力
や
柔
軟
性
と
い
う
資
質
が
求
め
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
ね
」

教
育
公
務
員
で
あ
る
自
覚

　
小
学
校
教
諭
の
多
く
は
公
立
小
学
校
勤
務
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
た
い
て
い
は
教
育
公
務
員
と
い
う
社
会

的
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
先
生
と
し

て
子
ど
も
の
前
で
ど
う
い
う
振
る
舞
い
を
す
る
の
か

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
校
以
外
の
時
間

も
教
育
公
務
員
と
し
て
24
時
間
そ
れ
を
意
識
し
て
行

動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
半
澤
学
科
長
は
語

り
ま
す
。そ
れ
は「
そ
こ
ま
で
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
」

（
半
澤
学
科
長
）
け
れ
ど
も
、
子
ど
も
た
ち
の
模
範
と

な
る
以
上
、
私
生
活
で
も
社
会
で
守
る
べ
き
ル
ー
ル

を
よ
り
厳
密
に
遵
守
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　
他
方
、「
例
え
ば
休
暇
で
旅
行
に
出
か
け
た
ら
、
自

分
が
撮
っ
た
写
真
を
社
会
の
授
業
で
使
え
る
な
と
か

考
え
た
り
し
て
ね
」
と
い
う
よ
う
に
、
学
校
で
の
授

業
も
自
分
の
生
活
も
考
え
方
次
第
で
よ
り
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え
方
も

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

採
用
試
験
の
集
団
討
論
で
み
る
力

　
現
・
児
童
教
育
学
科
の
教
員
採
用
率
は
全
国
で
も

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
80
・
０
％
（
2
0
2
２
年
度
）
で
、

教
員
採
用
試
験
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
充
実
し
て

い
る
証
で
も
あ
り
ま
す
。
教
員
採
用
試
験
で
は
ど
の

よ
う
な
能
力
が
み
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
教
員
採

用
試
験
は
集
団
討
論
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
評
価
の
観
点
は
、
リ
ー
ダ
ー
性
と
協
調
性
の

主
に
二
つ
で
す
。
自
分
だ
け
が
理
解
し
て
自
分
だ
け

の
意
見
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
周
り
の
意
見
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
能
力
。
来
年
誕
生
す
る
初
等
教

育
学
科
で
も
、
集
団
の
中
で
こ
れ
ら
の
力
が
発
揮
で

き
る
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
討
議
で
の
思
考
力
育
成
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
こ
の
リ
ー
ダ
ー
性
と
協
調
性
は
、
令
和
を

生
き
る
こ
れ
か
ら
の
小
学
校
教
諭
が
特
に
身
に
つ
け

る
べ
き
力
で
あ
り
、
半
澤
学
科
長
に
よ
れ
ば
「
A
I

が
ま
す
ま
す
普
及
す
れ
ば
人
間
の
能
力
が
必
要
な
仕

事
は
限
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
同
時
に
S
D
G
s
と
い

う
持
続
可
能
な
共
生
社
会
を
目
指
し
て
い
く
わ
け
で

す
。
そ
う
い
っ
た
社
会
で
必
要
に
な
る
の
は
、
自
分

が
持
っ
て
い
る
も
の
と
、
他
の
人
と
が
持
っ
て
い
る

も
の
と
を
う
ま
く
融
合
さ
せ
て
、
仕
事
で
も
人
間
関

係
で
も
、
結
論
な
り
解
決
方
法
を
う
ま
く
導
き
出
せ

る
力
で
す
。
初
等
教
育
学
科
で
は
そ
う
い
っ
た
力
の

育
成
も
視
野
に
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
」

子
ど
も
か
ら
も
ら
う
元
気

　
こ
う
し
て
小
学
校
教
諭
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
想

像
以
上
に
「
小
学
校
の
先
生
っ
て
大
変
･
･
･
」
と

い
っ
た
印
象
を
抱
い
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
14
年

間
小
学
校
教
諭
を
勤
め
、
東
京
都
教
育
委
員
会
で
の

勤
務
経
験
も
持
つ
半
澤
学
科
長
に
小
学
校
教
諭
と
い

う
職
業
の
魅
力
を
聞
い
て
み
る
と
「
子
ど
も
は
と
に

か
く
面
白
い
！
」
と
強
調
し
ま
す
。「
自
分
の
教
え
た

こ
と
が
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
な
る
し
、
子
ど
も
か

ら
学
べ
る
こ
と
っ
て
、
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
よ
。

言
葉
を
選
ば
ず
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
子
ど
も
が
好

き
で
、
子
ど
も
と
関
わ
っ
て
給
料
を
も
ら
え
る
。
そ

し
て
、
子
ど
も
の
背
景
に
い
る
保
護
者
や
近
隣
地
域

と
繋
が
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
出
会
え
る
こ
と

で
自
分
の
世
界
も
広
が
り
ま
す
」

　
は
た
ま
た
、
ど
ん
な
に
子
ど
も
が
好
き
で
も
、
ど

ん
な
に
教
育
に
情
熱
を
持
っ
て
い
て
も
、
仕
事
で
あ

る
以
上
は
苦
し
く
大
変
な
局
面
も
あ
り
ま
す
が
「『
先

生
に
教
え
て
も
ら
っ
て
、こ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
よ
。あ
り
が
と
う
』な
ん
て
子
ど
も
に
言
わ
れ
る
と
、

そ
の
１
つ
だ
け
で
、
10
の
う
ち
９
の
嫌
な
こ
と
全
部

が
吹
っ
飛
ん
じ
ゃ
う
。『
教
師
冥
利
に
尽
き
る
』
っ
て

言
葉
が
あ
る
け
れ
ど
、
ま
さ
に
こ
れ
が
元
気
の
源
で

す
よ
」

　
そ
し
て
、
職
業
と
し
て
の
安
定
性
も
言
い
添
え
ら

れ
ま
し
た
。「（
公
立
小
学
校
勤
務
の
場
合
）
時
代
が

変
化
し
て
も
公
務
員
は
安
定
し
て
長
く
勤
め
ら
れ
る

職
業
で
す
。
僕
が
個
人
的
に
見
て
き
た
こ
と
で
す
け

ど
、
大
学
の
友
人
な
ん
か
は
民
間
企
業
に
就
職
し
て

羽
振
り
が
い
い
時
代
も
あ
る
一
方
で
、
世
の
中
の
浮

き
沈
み
の
影
響
も
や
は
り
受
け
や
す
い
で
す
か
ら
ね
。

人
気
の
職
業
は
他
に
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
で
し
ょ
う
け

ど
、
免
許
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
で
き
な
い
仕
事
と

い
う
の
は
、
価
値
あ
る
職
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」

本
学
卒
業
生
の
評
判
は

組
織
の
中
で
〝
頼
り
に
な
る
存
在
〞

　
実
際
に
小
学
校
教
諭
に
な
っ
た
本
学
卒
業
生
の
評

判
を
聞
い
て
み
る
と
「
評
判
は
い
い
で
す
」
と
即
答

の
半
澤
学
科
長
。「
対
応
が
丁
寧
で
、
教
員
と
し
て
の

力
量
を
き
ち
ん
と
備
え
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
性
格

的
に
も
優
し
い
し
、
社
会
人
と
し
て
仕
事
を
任
せ
ら

れ
る
信
頼
さ
れ
る
卒
業
生
が
多
い
と
言
え
ま
す
。
わ

た
し
は
他
大
学
で
も
教
え
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、

ど
の
大
学
と
比
較
し
て
も
東
京
家
政
大
学
の
学
生
は

素
直
で
真
面
目
！
授
業
で
は
し
っ
か
り
ノ
ー
ト
を
取

る
し
、
提
出
物
は
き
ち
ん
と
出
す
し
、
授
業
で
教
員

が
困
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
ん
で
す
よ
。
こ
れ
は
、

教
育
公
務
員
の
組
織
の
中
で
頼
り
に
な
る
存
在
と
し

て
認
め
て
も
ら
え
る
人
間
と
し
て
の
信
頼
感
に
つ
な

が
る
で
し
ょ
う
」

　
半
澤
学
科
長
は
小
学
校
教
諭
の
他
、
教
育
委
員
会

に
も
従
事
す
る
な
ど
教
育
現
場
で
の
経
験
が
豊
富
で

す
。
本
学
を
卒
業
し
働
き
始
め
た
卒
業
生
の
悩
み
相

談
を
受
け
る
こ
と
も
多
い
と
言
い
、
長
年
に
渡
っ
て

自
ら
培
っ
た
経
験
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

「
本
学
の
卒
業
生
は
真
面
目
な
タ
イ
プ
が
多
く
、
そ
の

裏
を
返
せ
ば
、
何
か
問
題
が
生
じ
る
と
、
た
い
し
た

こ
と
じ
ゃ
な
く
て
も
必
要
以
上
に
自
分
の
責
任
を
重

く
受
け
止
め
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
気
持
ち
を
も
っ

と
楽
に
持
っ
て
、
少
し
失
敗
し
て
も
自
分
に
能
力
が

な
い
な
ん
て
思
わ
な
い
で
、
も
う
ち
ょ
っ
と
続
け
て

み
た
ら
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
」

学
生
と
教
員
と
の
距
離
が
近
い
こ
と
が
本
学
の
特
長

で
も
あ
り
ま
す
が
、
卒
業
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で

も
そ
れ
が
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
小
学
校
教
諭
を
こ
れ
か
ら
目
指
す
人
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら
い
ま
し
た
。「
親
戚
の
子
で
も

近
所
の
子
で
も
、
子
ど
も
と
関
わ
り
を
持
っ
て
、
子

ど
も
の
成
長
や
発
達
を
喜
ぶ
感
覚
を
味
わ
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
小

学
校
教
諭
は
す
ご
く
楽
し
い
仕
事
で
す
よ
！
教
師
を

や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
な
と
思
う
瞬
間
の
す
べ
て
が
、

一
生
の
財
産
に
な
り
ま
す
か
ら
」

家
政
学
部
児
童
教
育
学
科
は
2
0
2
3
年
4
月
に
児
童
学
部
初
等
教
育
学
科
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

現
・
家
政
学
部
児
童
教
育
学
科
長
の
半
澤
嘉
博
教
授
へ
小
学
校
教
諭
養
成
等
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

小
学
生
の
手
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

１
変化

英
語
教
育
の
低
学
年
化

2
変化

障
が
い
、
不
登
校
、
外
国
籍
な
ど
へ
の
個
別
対
応

3
変化

〈
注
釈
〉

（
１
）「
令
和
2
年
度
に
お
け
る
教
育
の
情
報
化
の
実
態
等
に
関

す
る
調
査
結
果（
概
要
）（
令
和
３
年
３
月
１
日
現
在
）〔
確

定
値
〕」
文
部
科
学
省
、
p
・
9
、
2
0
2
1
年
10
月

半澤学科長に聞いた 2択ならどっち？

●あんこ ：
　　　粒あん派（とらやだけは別）　　こしあん派
●酢豚のパイナップル ： 許せる　　許せない
●フライドポテト ： 太い派　　細い派
●行動速度 ： のんびり　　キビキビ
●デートするなら ： 遊園地　　水族館
●欲しいセンス ：
　　　笑いのセンス　　ファッションセンス
●お菓子 ： きのこの山　　たけのこの里
●怖いのは ： ジェットコースター　　おばけ
●スパゲッティ ： カルボナーラ　　ミートソース
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小
学
校
教
育
を
め
ぐ
る

３
つ
の
変
化

　
来
年
誕
生
す
る
児
童
学
部
初

等
教
育
学
科
（
現
・
家
政
学
部

児
童
教
育
学
科
）
で
は
、
小
学

校
教
諭
１
種
免
許
状
を
原
則
全

員
が
取
得
す
る
こ
と
を
目
指
す

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま

す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

必
修
化
や
小
学
校
高
学
年
に
お

け
る
教
科
担
任
制
な
ど
、
小
学

校
教
育
が
途
切
れ
な
く
変
化
し

て
い
る
今
、
令
和
の
小
学
校
に

お
け
る
教
育
現
場
で
は
何
が
起

き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
数
年
の
小
学
校
教
育
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
転

換
に
つ
い
て
半
澤
学
科
長
が
開
口
一
番
に
言
及
し
た

の
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
普
及
で
す
。「
今
の
小
学
生
の

手
に
は
み
ん
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
授
業
が
当
た
り
前
に
な
っ
た
、

こ
れ
が
一
番
大
き
な
変
化
だ
と
思
い
ま
す
。
3
年
前

に
は
想
像
す
ら
し
な
か
っ
た
こ
と
で
す
よ
」

　
文
部
科
学
省
が
す
べ
て
の
児
童
生
徒
に
学
習
用
端

末
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
え
る
「
G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
構
想
」
を
打
ち
出
し
た
の
は
2
0
1
9
年
12

月
。
今
や
2
0
2
1
年
3
月
時
点
で
お
お
む
ね
児
童

生
徒
一
人
に
つ
き
一
台
の
学
習
用
端
末
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。（
１
）

　
そ
し
て
、
こ
の
2
年
あ
ま
り
の
コ
ロ
ナ
禍
で
小
学

校
教
育
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
余
儀
な
く
さ
れ
、
は
か

ら
ず
も
急
速
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
が
普
及
す
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。「
わ
た
し
た
ち
の
世
代
は
も
ち
ろ
ん
、

小
学
校
教
諭
を
目
指
す
今
の
大
学
生
で
す
ら
小
学
校

の
時
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
授
業
を
経
験
し
て
い

ま
せ
ん
か
ら
ね
。
自
分
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
授

業
に
取
り
掛
か
り
、
し
か
も
き
ち
ん
と
成
り
立
つ
よ

う
に
授
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
簡
単
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
っ
た
授
業
を
円
滑
に

で
き
る
よ
う
に
初
等
教
育
学
科
の
学
び
も
進
化
さ
せ

て
い
き
ま
す
」

　
ま
た
、
2
0
2
０
年
度
か
ら
は
新
学
習
指
導
要
領

で
小
学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
必
修
化
さ
れ
ま

し
た
。
現
・
児
童
教
育
学
科
で
も
「
教
育
に
お
け
る

I
C
T
活
用
」「
子
ど
も
の
思
考
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」

と
い
っ
た
専
門
教
育
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

半
澤
学
科
長
に
よ
れ
ば
「
文
部
科
学
省
の
学
習
指
導

要
領
が
こ
う
変
わ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
を
予
測
し
て
、

現
在
の
児
童
教
育
学
科
で
は
こ
れ
ま
で
も
科
目
編
成

や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
先
ん
じ
て
一
歩
ず
つ
前
進
さ
せ

て
き
ま
し
た
。
初
等
教
育
学
科
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

後
も
、
こ
う
い
っ
た
前
進
的
な
姿
勢
は
継
承
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
」

　
次
に
２
つ
目
の
変
化
と
し
て
英
語
教
育
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
半
澤
学
科
長
は
次
の
よ
う
に
そ
の
低
学
年

化
を
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
今
の
大
学
生
は
、
小

学
校
５
・
６
年
生
の
と
き
に
英
語
の
授
業
を
受
け
て

は
い
ま
す
。し
か
し
、教
科
と
し
て
の
英
語
で
は
な
く
、

外
国
語
で
楽
し
み
な
が
ら
会
話
し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
す
る
外
国
語
活
動
だ
っ
た
ん
で

す
ね
。
今
は
教
科
と
し
て
の
英
語
を
５
・
６
年
生
で
、

外
国
語
活
動
を
３
・
４
年
生
で
行
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
英
語
教
育
の
低
学
年
化
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で

い
ま
す
」

　
英
語
教
育
を
き
ち
ん
と
実
践
で
き
る
教
員
を
養
成

す
る
に
は
、
単
に
語
学
と
し
て
英
語
を
学
ぶ
だ
け
で

は
な
く
、
小
学
校
で
実
際
に
教
科
と
し
て
扱
う
英
語

を
学
生
へ
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。「
初
等
教
育
学
科
で
は
、
英
語
教
育
の
低
学
年
化

と
い
う
社
会
の
流
れ
に
則
し
た
授
業
内
容
に
つ
い
て
、

今
後
検
討
を
重
ね
て
い
く
予
定
で
す
。本
学
の
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
て
、
初
等
教
育
学

科
の
専
門
教
育
と
語
学
教
育
の
両
面
か
ら
最
適
な
ア

プ
ロ
ー
チ
方
法
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
」

　　
そ
し
て
３
つ
目
の
変
化
は
、
多
様
性
の
尊
重
。
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
と
も
称
さ
れ
、

お
互
い
の
個
性
を
認
め
合
い
活
か
し
て
い
く
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
小
学
校
に
は
、
障
が
い
や
不
登
校
、

外
国
籍
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
背
景
や
事
情
の
あ
る
児

童
が
多
数
在
籍
し
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
小
学
校
で

は
教
諭
１
人
に
対
し
て
35
〜
40
名
程
度
の
児
童
を
対

象
に
授
業
を
し
ま
す
が
、
一
斉
授
業
を
行
い
な
が
ら

同
時
に
個
別
対
応
の
必
要
が
あ
る
児
童
に
も
接
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
・
児
童
教
育
学
科
で
は
教
育

現
場
で
こ
れ
ら
に
し
っ
か
り
と
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

こ
れ
ら
に
関
連
す
る
授
業
を
文
部
科
学
省
が
定
め
る

最
低
基
準
以
上
に
開
講
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
座
学
の
通
り
に
い
か
な
い
の
が
教
育
現
場
の

難
し
さ
で
「
保
護
者
を
含
め
た
個
別
対
応
の
仕
方
を

大
学
の
授
業
で
取
り
上
げ
て
い
ま
す
け
ど
も
、
実
際

の
学
校
現
場
で
は
も
っ
と
生
々
し
い
こ
と
が
起
き
る

ん
で
す
よ
ね
。
つ
ま
り
、
個
別
の
対
応
が
必
要
な
児

童
に
か
か
り
っ
き
り
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
他
の
子

ど
も
か
ら
『
ず
る
い
』『
わ
た
し
た
ち
に
も
構
っ
て
』

と
な
り
ま
す
。
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
、
学
級
が
混

乱
し
ち
ゃ
う
。
で
す
か
ら
、
S
D
G
s
で
言
わ
れ
て

い
る
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
た
め
の
個
別
対
応
と
、

学
級
経
営
を
円
滑
に
で
き
る
と
い
う
集
団
対
応
の
両

輪
を
あ
わ
せ
持
っ
た
教
員
を
養
成
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
は
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
」

教
育
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

　
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
状
況
を
反
映
し

て
、
課
せ
ら
れ
る
任
務
が
次
々
に
山
積
し
て
い
る
小

学
校
教
諭
だ
が
、
教
育
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と

し
て
必
要
と
な
る
資
質
や
能
力
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　新
任
も
ベ
テ
ラ
ン
も
〝
先
生
〞

　
働
く
場
と
い
う
視
点
か
ら
小
学
校
を
見
る
と
他
の

職
場
と
は
大
き
く
環
境
が
異
な
り
ま
す
。
企
業
で
あ

れ
ば
先
輩
が
実
際
の
仕
事
を
通
じ
て
業
務
を
教
え
て

く
れ
ま
す
が
、
大
半
の
時
間
を
過
ご
す
教
室
は
先
生

と
子
ど
も
だ
け
。「
職
員
室
で
は
他
の
先
生
と
や
り
と

り
で
き
ま
す
が
、
教
室
で
は
自
分
一
人
で
仕
切
ら
な

い
と
い
け
な
い
で
す
か
ら
ね
。
し
か
も
、
新
任
で
も

ベ
テ
ラ
ン
で
も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
み
ん
な〝
先

生
〞
な
ん
で
す
。
子
ど
も
に
も
保
護
者
に
も
言
い
訳

は
通
用
し
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
こ
は
シ
ビ
ア
な
世
界
で

す
ね
。ま
た
、長
年
の
教
員
経
験
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、

授
業
の
上
手
下
手
と
い
う
の
は
年
数
を
経
れ
ば
大
抵

の
技
術
は
身
に
つ
き
ま
す
が
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

を
理
解
し
、
そ
の
一
人
ひ
と
り
が
満
足
で
き
る
学
級

運
営
こ
そ
が
小
学
校
教
諭
の
力
量
と
し
て
問
わ
れ
続

け
る
と
こ
ろ
で
す
。
小
学
校
教
諭
を
目
指
す
と
き
に

夢
見
る
こ
ん
な
先
生
に
な
り
た
い
と
い
う
憧
れ
と
は

か
け
離
れ
た
難
題
も
次
か
ら
次
へ
と
起
こ
り
ま
す
か

ら
、
受
容
力
や
柔
軟
性
と
い
う
資
質
が
求
め
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
ね
」

教
育
公
務
員
で
あ
る
自
覚

　
小
学
校
教
諭
の
多
く
は
公
立
小
学
校
勤
務
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
た
い
て
い
は
教
育
公
務
員
と
い
う
社
会

的
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
先
生
と
し

て
子
ど
も
の
前
で
ど
う
い
う
振
る
舞
い
を
す
る
の
か

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
校
以
外
の
時
間

も
教
育
公
務
員
と
し
て
24
時
間
そ
れ
を
意
識
し
て
行

動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
半
澤
学
科
長
は
語

り
ま
す
。そ
れ
は「
そ
こ
ま
で
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
」

（
半
澤
学
科
長
）
け
れ
ど
も
、
子
ど
も
た
ち
の
模
範
と

な
る
以
上
、
私
生
活
で
も
社
会
で
守
る
べ
き
ル
ー
ル

を
よ
り
厳
密
に
遵
守
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　
他
方
、「
例
え
ば
休
暇
で
旅
行
に
出
か
け
た
ら
、
自

分
が
撮
っ
た
写
真
を
社
会
の
授
業
で
使
え
る
な
と
か

考
え
た
り
し
て
ね
」
と
い
う
よ
う
に
、
学
校
で
の
授

業
も
自
分
の
生
活
も
考
え
方
次
第
で
よ
り
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え
方
も

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

採
用
試
験
の
集
団
討
論
で
み
る
力

　
現
・
児
童
教
育
学
科
の
教
員
採
用
率
は
全
国
で
も

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
80
・
０
％
（
2
0
2
２
年
度
）
で
、

教
員
採
用
試
験
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
充
実
し
て

い
る
証
で
も
あ
り
ま
す
。
教
員
採
用
試
験
で
は
ど
の

よ
う
な
能
力
が
み
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
教
員
採

用
試
験
は
集
団
討
論
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
評
価
の
観
点
は
、
リ
ー
ダ
ー
性
と
協
調
性
の

主
に
二
つ
で
す
。
自
分
だ
け
が
理
解
し
て
自
分
だ
け

の
意
見
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
周
り
の
意
見
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
能
力
。
来
年
誕
生
す
る
初
等
教

育
学
科
で
も
、
集
団
の
中
で
こ
れ
ら
の
力
が
発
揮
で

き
る
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
討
議
で
の
思
考
力
育
成
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
こ
の
リ
ー
ダ
ー
性
と
協
調
性
は
、
令
和
を

生
き
る
こ
れ
か
ら
の
小
学
校
教
諭
が
特
に
身
に
つ
け

る
べ
き
力
で
あ
り
、
半
澤
学
科
長
に
よ
れ
ば
「
A
I

が
ま
す
ま
す
普
及
す
れ
ば
人
間
の
能
力
が
必
要
な
仕

事
は
限
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
同
時
に
S
D
G
s
と
い

う
持
続
可
能
な
共
生
社
会
を
目
指
し
て
い
く
わ
け
で

す
。
そ
う
い
っ
た
社
会
で
必
要
に
な
る
の
は
、
自
分

が
持
っ
て
い
る
も
の
と
、
他
の
人
と
が
持
っ
て
い
る

も
の
と
を
う
ま
く
融
合
さ
せ
て
、
仕
事
で
も
人
間
関

係
で
も
、
結
論
な
り
解
決
方
法
を
う
ま
く
導
き
出
せ

る
力
で
す
。
初
等
教
育
学
科
で
は
そ
う
い
っ
た
力
の

育
成
も
視
野
に
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
」

子
ど
も
か
ら
も
ら
う
元
気

　
こ
う
し
て
小
学
校
教
諭
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
想

像
以
上
に
「
小
学
校
の
先
生
っ
て
大
変
･
･
･
」
と

い
っ
た
印
象
を
抱
い
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
14
年

間
小
学
校
教
諭
を
勤
め
、
東
京
都
教
育
委
員
会
で
の

勤
務
経
験
も
持
つ
半
澤
学
科
長
に
小
学
校
教
諭
と
い

う
職
業
の
魅
力
を
聞
い
て
み
る
と
「
子
ど
も
は
と
に

か
く
面
白
い
！
」
と
強
調
し
ま
す
。「
自
分
の
教
え
た

こ
と
が
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
な
る
し
、
子
ど
も
か

ら
学
べ
る
こ
と
っ
て
、
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
よ
。

言
葉
を
選
ば
ず
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
子
ど
も
が
好

き
で
、
子
ど
も
と
関
わ
っ
て
給
料
を
も
ら
え
る
。
そ

し
て
、
子
ど
も
の
背
景
に
い
る
保
護
者
や
近
隣
地
域

と
繋
が
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
出
会
え
る
こ
と

で
自
分
の
世
界
も
広
が
り
ま
す
」

　
は
た
ま
た
、
ど
ん
な
に
子
ど
も
が
好
き
で
も
、
ど

ん
な
に
教
育
に
情
熱
を
持
っ
て
い
て
も
、
仕
事
で
あ

る
以
上
は
苦
し
く
大
変
な
局
面
も
あ
り
ま
す
が
「『
先

生
に
教
え
て
も
ら
っ
て
、こ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
よ
。あ
り
が
と
う
』な
ん
て
子
ど
も
に
言
わ
れ
る
と
、

そ
の
１
つ
だ
け
で
、
10
の
う
ち
９
の
嫌
な
こ
と
全
部

が
吹
っ
飛
ん
じ
ゃ
う
。『
教
師
冥
利
に
尽
き
る
』
っ
て

言
葉
が
あ
る
け
れ
ど
、
ま
さ
に
こ
れ
が
元
気
の
源
で

す
よ
」

　
そ
し
て
、
職
業
と
し
て
の
安
定
性
も
言
い
添
え
ら

れ
ま
し
た
。「（
公
立
小
学
校
勤
務
の
場
合
）
時
代
が

変
化
し
て
も
公
務
員
は
安
定
し
て
長
く
勤
め
ら
れ
る

職
業
で
す
。
僕
が
個
人
的
に
見
て
き
た
こ
と
で
す
け

ど
、
大
学
の
友
人
な
ん
か
は
民
間
企
業
に
就
職
し
て

羽
振
り
が
い
い
時
代
も
あ
る
一
方
で
、
世
の
中
の
浮

き
沈
み
の
影
響
も
や
は
り
受
け
や
す
い
で
す
か
ら
ね
。

人
気
の
職
業
は
他
に
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
で
し
ょ
う
け

ど
、
免
許
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
で
き
な
い
仕
事
と

い
う
の
は
、
価
値
あ
る
職
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」

本
学
卒
業
生
の
評
判
は

組
織
の
中
で
〝
頼
り
に
な
る
存
在
〞

　
実
際
に
小
学
校
教
諭
に
な
っ
た
本
学
卒
業
生
の
評

判
を
聞
い
て
み
る
と
「
評
判
は
い
い
で
す
」
と
即
答

の
半
澤
学
科
長
。「
対
応
が
丁
寧
で
、
教
員
と
し
て
の

力
量
を
き
ち
ん
と
備
え
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
性
格

的
に
も
優
し
い
し
、
社
会
人
と
し
て
仕
事
を
任
せ
ら

れ
る
信
頼
さ
れ
る
卒
業
生
が
多
い
と
言
え
ま
す
。
わ

た
し
は
他
大
学
で
も
教
え
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、

ど
の
大
学
と
比
較
し
て
も
東
京
家
政
大
学
の
学
生
は

素
直
で
真
面
目
！
授
業
で
は
し
っ
か
り
ノ
ー
ト
を
取

る
し
、
提
出
物
は
き
ち
ん
と
出
す
し
、
授
業
で
教
員

が
困
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
ん
で
す
よ
。
こ
れ
は
、

教
育
公
務
員
の
組
織
の
中
で
頼
り
に
な
る
存
在
と
し

て
認
め
て
も
ら
え
る
人
間
と
し
て
の
信
頼
感
に
つ
な

が
る
で
し
ょ
う
」

　
半
澤
学
科
長
は
小
学
校
教
諭
の
他
、
教
育
委
員
会

に
も
従
事
す
る
な
ど
教
育
現
場
で
の
経
験
が
豊
富
で

す
。
本
学
を
卒
業
し
働
き
始
め
た
卒
業
生
の
悩
み
相

談
を
受
け
る
こ
と
も
多
い
と
言
い
、
長
年
に
渡
っ
て

自
ら
培
っ
た
経
験
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

「
本
学
の
卒
業
生
は
真
面
目
な
タ
イ
プ
が
多
く
、
そ
の

裏
を
返
せ
ば
、
何
か
問
題
が
生
じ
る
と
、
た
い
し
た

こ
と
じ
ゃ
な
く
て
も
必
要
以
上
に
自
分
の
責
任
を
重

く
受
け
止
め
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
気
持
ち
を
も
っ

と
楽
に
持
っ
て
、
少
し
失
敗
し
て
も
自
分
に
能
力
が

な
い
な
ん
て
思
わ
な
い
で
、
も
う
ち
ょ
っ
と
続
け
て

み
た
ら
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
」

学
生
と
教
員
と
の
距
離
が
近
い
こ
と
が
本
学
の
特
長

で
も
あ
り
ま
す
が
、
卒
業
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で

も
そ
れ
が
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
小
学
校
教
諭
を
こ
れ
か
ら
目
指
す
人
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら
い
ま
し
た
。「
親
戚
の
子
で
も

近
所
の
子
で
も
、
子
ど
も
と
関
わ
り
を
持
っ
て
、
子

ど
も
の
成
長
や
発
達
を
喜
ぶ
感
覚
を
味
わ
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
小

学
校
教
諭
は
す
ご
く
楽
し
い
仕
事
で
す
よ
！
教
師
を

や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
な
と
思
う
瞬
間
の
す
べ
て
が
、

一
生
の
財
産
に
な
り
ま
す
か
ら
」

家
政
学
部
児
童
教
育
学
科
は
2
0
2
3
年
4
月
に
児
童
学
部
初
等
教
育
学
科
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

現
・
家
政
学
部
児
童
教
育
学
科
長
の
半
澤
嘉
博
教
授
へ
小
学
校
教
諭
養
成
等
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

小
学
生
の
手
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

１
変化

英
語
教
育
の
低
学
年
化

2
変化

障
が
い
、
不
登
校
、
外
国
籍
な
ど
へ
の
個
別
対
応

3
変化

〈
注
釈
〉

（
１
）「
令
和
2
年
度
に
お
け
る
教
育
の
情
報
化
の
実
態
等
に
関

す
る
調
査
結
果（
概
要
）（
令
和
３
年
３
月
１
日
現
在
）〔
確

定
値
〕」
文
部
科
学
省
、
p
・
9
、
2
0
2
1
年
10
月

半澤学科長に聞いた 2択ならどっち？

●あんこ ：
　　　粒あん派（とらやだけは別）　　こしあん派
●酢豚のパイナップル ： 許せる　　許せない
●フライドポテト ： 太い派　　細い派
●行動速度 ： のんびり　　キビキビ
●デートするなら ： 遊園地　　水族館
●欲しいセンス ：
　　　笑いのセンス　　ファッションセンス
●お菓子 ： きのこの山　　たけのこの里
●怖いのは ： ジェットコースター　　おばけ
●スパゲッティ ： カルボナーラ　　ミートソース



06Tokyo Kasei Press なでしこ Vol.93Tokyo Kasei Press なでしこ

2023年４月「児童学部」誕生大学・短大 ✿ 学長メッセージ

児童学部初等教育学科で取得できる資格

初等教育学科では、学科として独自の教員採用試験に向けた支援を行います。また、全学的にも教員採用試験に向けた
支援体制が充実していますので、安心して教員採用試験に臨むことができます。

進路アドバイザー
　教育委員会・校長経験者７名（内、専任2名）で、教員採用試験を受験する学生に、学習計画のアドバイスとともに、志願書等の作成や論文・面
接の個別指導及び集団討論等の対策会等を実施し、合格に向けたサポートをしています。

資料閲覧室
　各都道府県市の教員採用試験問題集や各種雑誌・新聞、あるいは面接・集団討論・実技等の詳細を記録した本学学生による受験報告書等、
受験対策にすぐに役立つ資料に加えて、学習指導要領や教科書、教育実習研究授業の学習指導案等も常時閲覧可能です。

教員採用試験対策講座
（１）教職ゼミ
　教員採用試験に臨む学生を対象に「教職ゼミ」を開催しています。「面接の受け方」「論文の書き方」「一般教養・理数分野対策」などに加え「採
用試験合格者の体験を聞く会」や「現職教員講演会」なども実施しています。また、関東地区の都県市の教育委員会を招き、学内で各地区の学
校の特色や教員採用試験情報が聞ける体制も整えています。

（２）東京アカデミー学内講座
　「東京アカデミー」の講座が通常より安価な授業料で受けられます。例年4月から3年生を対象に主に木曜日の午後、計30回程の講座が開か
れます。内容は、「教職教養」「専門教養」「一般教養」などで、受験生の必要に応じて講座内容を選択できます。また、模擬試験も3回学内で受け
ることができます。

学校教育ボランティア
　各自治体・教育委員会では、教員を志望する大学生、短期大学生及び大学院生を対象に、小学校、中学校、特別支援学校（県立及び市立）で
の実践体験等をする機会を提供しています。　

卒業と同時に取得できる資格

❖卒業の翌年に交付されます
※他学科の科目を履修することで、中学校教諭二種免許状（英語）を取得することが可
能です。（ただし、時間割の関係から幼稚園教諭一種免許状は取得できなくなります。）

● 学校図書館司書教諭 ❖● 小学校教諭一種免許状（全員取得が原則）　　　 
● 幼稚園教諭一種免許状
● キャンプインストラクター

卒業後に取得できる資格

教員採用試験に向けたバックアップ体制も充実

● 特別支援学校教諭二種免許状　教員になってから在職3年 +所定の単位修得（最低単位数6単位）

初等教育学科の支援体制

全学的な支援体制

　世
界
が
大
転
換
の
と
き
を
迎
え
世
界
、
日
本

で
先
行
き
の
不
透
明
さ
が
増
す
中
で
、
こ
ん
な

時
代
だ
か
ら
こ
そ
東
京
家
政
大
学
が
創
立
以

来
、
大
事
に
し
て
き
た
建
学
の
精
神
「
自
主
自

律
」
と
「
家
政
学
」
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ

て
い
ま
す
。
東
京
家
政
大
学
に
は「
自
主
自
律
」・

「
家
政
学
」
を
原
点
と
し
て
、
世
の
中
を
さ
ら

に
よ
く
し
て
、
皆
が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
に
変

え
て
い
こ
う
と
い
う
心
優
し
く
相
手
を
思
い
や

る
学
生
が
多
く
学
ん
で
い
ま
す
。
未
来
の
人
生

の
基
礎
を
作
り
、「
す
べ
て
の
人
が
健
康
で
生

き
甲
斐
を
持
っ
て
人
生
を
全
う
す
る
」
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
、
学
生
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

提
案
し
実
践
す
れ
ば
、
一
人
に
で
き
る
こ
と
は

小
さ
く
て
も
、
そ
の
実
現
に
近
づ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
明
治
14
年
、
女
子
の
就
学
率
、
就
業
率
、
社

会
的
地
位
が
き
わ
め
て
低
か
っ
た
時
代
に
、
裁

縫
に
関
す
る
知
識
・
技
術
、
読
み
・
書
き
・
算

術
な
ど
の
基
礎
的
な
学
力
を
養
い
、
指
導
者
の

育
成
を
意
図
し
た
教
育
を
実
践
し
た
和
洋
裁
縫

伝
習
所
は
、
校
祖
渡
邉
辰
五
郎
先
生
の
熱
い
思

い
で
創
設
さ
れ
、
女
性
の
自
立
へ
の
道
を
拓
き

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
東
京
家
政
大
学
と
い
う
名
称
は
、

第
2
次
世
界
大
戦
後
の
1
9
4
9
年
（
昭
和
24

年
）
に
、
本
学
が
新
制
大
学
と
し
て
発
足
し
た

際
に
、
発
足
当
時
の
全
教
職
員
、
学
生
の
投
票

に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　
女
性
が
専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け

職
に
就
き
社
会
で
活
躍
す
る
こ
と
は
本
学
の
伝

統
と
な
り
、「
自
主
自
律
」
の
建
学
の
精
神
は

創
設
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
1
4
1
年
、
女
性
の
大
学

進
学
率
、
就
業
率
は
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
が
、

政
治
的
、
経
済
的
な
女
性
の
地
位
は
ま
だ
ま
だ

低
い
の
が
日
本
の
実
情
で
す
。
現
在
、
あ
る
い

は
近
未
来
に
お
け
る
「
女
性
の
自
主
自
律
」
の

意
味
を
改
め
て
問
い
直
し
、
自
分
の
生
き
方
と

共
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
発
足
当
初
は
家
政
学
部
の
み
で
始
ま
っ
た
東

京
家
政
大
学
は
、
そ
の
後
、
人
文
学
部
、
健
康

科
学
部
、
子
ど
も
学
部
を
加
え
、
2
0
2
2
年

度
か
ら
は
栄
養
学
部
も
新
設
し
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
度
に
は
「
児
童
学
部
」
が
誕
生
す

る
予
定
で
す
が
、「
家
政
学
」
の
定
義
・
目
的
は
、

東
京
家
政
大
学
の
す
べ
て
の
学
部
、
学
科
、
大

学
全
体
の
目
的
と
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
り
、

時
代
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
ろ
う
と
、
人
類
が
存

続
す
る
限
り
、
重
要
で
あ
り
続
け
ま
す
。「
家

政
学
」
の
目
的
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

東
京
家
政
大
学
の
建
学
の
精
神
は

「
自
主
自
律
」

家
政
学
の
定
義・目
的

家政学の目的
“人の暮らしや生き方に関連する
今日的課題を総合的に検討し、

すべての人が健康で生き甲斐を持って
人生を全うするための方策を、
生活者の視点に立って提案すること”

学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

東
京
家
政
大
学・東
京
家
政
大
学
短
期
大
学
部

 

学
長
　井
上 

俊
哉

こ
ん
な
時
代

　だ
か
ら
家
政
学 各都県への推薦制度

　東京都、埼玉県、神奈川県、
千葉県、さいたま市、横浜市な
ど多くの都県からの応募に基づ
き、学内選考を経て各都県へ大
学から推薦する制度があります。
各都県によって異なりますが、
教員採用試験に対して一部の試
験免除などの措置を受けることが
できます。

埼玉教員養成セミナー
　埼玉教員養成セミナーは、埼
玉県教育委員会と大学とが連携
して行うもので、全プログラムを
受講したセミナー受講生は、特別
選考となります。埼玉県公立小学
校教員を強く希望する大学3年
生等が、大学卒業後、円滑に勤務
できるよう、必要な資質、指導力
を養成するために①学校体験実
習②講演・講義・演習③体験活動
の3つのプログラムを受講します。

東京教師養成塾
　東京教師養成塾は、東京都教
育委員会と大学が連携して行う
もので、東京教師養成塾での約１
年間の特別教育実習及び、教科
等指導力養成講座を全て受講す
ると、東京都公立学校教員採用
試験の一次試験が免除されます。
東京都公立学校の教員を目指す
学生に対して、１年間の学びを提
供し、教員としての必要な資質・
能力を培います。

教育委員会との連携
　初等教育学科は東京都北区・
板橋区の教育委員会と学習ボラ
ンティアの協定を結んでいます。
多くの学生が、小学校でのボラン
ティア活動をしています。小学校
からは、明るくて積極的な学生が
多いとの評価をいただいており、
学生も楽しくてやりがいがあると
張り切って活動しています。
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児童学部初等教育学科で取得できる資格

初等教育学科では、学科として独自の教員採用試験に向けた支援を行います。また、全学的にも教員採用試験に向けた
支援体制が充実していますので、安心して教員採用試験に臨むことができます。
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　教育委員会・校長経験者７名（内、専任2名）で、教員採用試験を受験する学生に、学習計画のアドバイスとともに、志願書等の作成や論文・面
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（１）教職ゼミ
　教員採用試験に臨む学生を対象に「教職ゼミ」を開催しています。「面接の受け方」「論文の書き方」「一般教養・理数分野対策」などに加え「採
用試験合格者の体験を聞く会」や「現職教員講演会」なども実施しています。また、関東地区の都県市の教育委員会を招き、学内で各地区の学
校の特色や教員採用試験情報が聞ける体制も整えています。

（２）東京アカデミー学内講座
　「東京アカデミー」の講座が通常より安価な授業料で受けられます。例年4月から3年生を対象に主に木曜日の午後、計30回程の講座が開か
れます。内容は、「教職教養」「専門教養」「一般教養」などで、受験生の必要に応じて講座内容を選択できます。また、模擬試験も3回学内で受け
ることができます。

学校教育ボランティア
　各自治体・教育委員会では、教員を志望する大学生、短期大学生及び大学院生を対象に、小学校、中学校、特別支援学校（県立及び市立）で
の実践体験等をする機会を提供しています。　

卒業と同時に取得できる資格

❖卒業の翌年に交付されます
※他学科の科目を履修することで、中学校教諭二種免許状（英語）を取得することが可
能です。（ただし、時間割の関係から幼稚園教諭一種免許状は取得できなくなります。）

● 学校図書館司書教諭 ❖● 小学校教諭一種免許状（全員取得が原則）　　　 
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● キャンプインストラクター

卒業後に取得できる資格
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近
未
来
に
お
け
る
「
女
性
の
自
主
自
律
」
の

意
味
を
改
め
て
問
い
直
し
、
自
分
の
生
き
方
と

共
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
発
足
当
初
は
家
政
学
部
の
み
で
始
ま
っ
た
東

京
家
政
大
学
は
、
そ
の
後
、
人
文
学
部
、
健
康

科
学
部
、
子
ど
も
学
部
を
加
え
、
2
0
2
2
年

度
か
ら
は
栄
養
学
部
も
新
設
し
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
度
に
は
「
児
童
学
部
」
が
誕
生
す

る
予
定
で
す
が
、「
家
政
学
」
の
定
義
・
目
的
は
、

東
京
家
政
大
学
の
す
べ
て
の
学
部
、
学
科
、
大

学
全
体
の
目
的
と
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
り
、

時
代
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
ろ
う
と
、
人
類
が
存

続
す
る
限
り
、
重
要
で
あ
り
続
け
ま
す
。「
家

政
学
」
の
目
的
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

東
京
家
政
大
学
の
建
学
の
精
神
は

「
自
主
自
律
」

家
政
学
の
定
義・目
的

家政学の目的
“人の暮らしや生き方に関連する
今日的課題を総合的に検討し、

すべての人が健康で生き甲斐を持って
人生を全うするための方策を、
生活者の視点に立って提案すること”

学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

東
京
家
政
大
学・東
京
家
政
大
学
短
期
大
学
部

 

学
長
　井
上 

俊
哉

こ
ん
な
時
代

　だ
か
ら
家
政
学 各都県への推薦制度

　東京都、埼玉県、神奈川県、
千葉県、さいたま市、横浜市な
ど多くの都県からの応募に基づ
き、学内選考を経て各都県へ大
学から推薦する制度があります。
各都県によって異なりますが、
教員採用試験に対して一部の試
験免除などの措置を受けることが
できます。

埼玉教員養成セミナー
　埼玉教員養成セミナーは、埼
玉県教育委員会と大学とが連携
して行うもので、全プログラムを
受講したセミナー受講生は、特別
選考となります。埼玉県公立小学
校教員を強く希望する大学3年
生等が、大学卒業後、円滑に勤務
できるよう、必要な資質、指導力
を養成するために①学校体験実
習②講演・講義・演習③体験活動
の3つのプログラムを受講します。

東京教師養成塾
　東京教師養成塾は、東京都教
育委員会と大学が連携して行う
もので、東京教師養成塾での約１
年間の特別教育実習及び、教科
等指導力養成講座を全て受講す
ると、東京都公立学校教員採用
試験の一次試験が免除されます。
東京都公立学校の教員を目指す
学生に対して、１年間の学びを提
供し、教員としての必要な資質・
能力を培います。

教育委員会との連携
　初等教育学科は東京都北区・
板橋区の教育委員会と学習ボラ
ンティアの協定を結んでいます。
多くの学生が、小学校でのボラン
ティア活動をしています。小学校
からは、明るくて積極的な学生が
多いとの評価をいただいており、
学生も楽しくてやりがいがあると
張り切って活動しています。



他
者
と
で
は
な
く
、

自
分
自
身
と
比
較
し
て
前
に
進
む

　
基
調
講
演
は
、
厚
生
労
働
省
事
務
次
官
を
経

て
、
現
在
、
津
田
塾
大
学
客
員
教
授
の
村
木
厚
子

先
生
か
ら
、『
女
性
の
生
き
方
』
の
多
様
化
に
よ
る

女
性
活
躍
の
推
進
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
自
身
の
働
き
方
と
家
事
育
児
、
そ
し
て

職
場
と
の
か
か
わ
り
を
踏
ま
え
た
内
容
は
、
時
代

の
先
端
を
歩
く
女
性
の
生
き
方
そ
の
も
の
で
し
た
。

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」（
昭
和
60
年
）の
設
立
趣

旨
を
皮
切
り
に
、「
育
児
・
介
護
休
業
法
」（
平
成
3

年
）、「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
」（
平
成
5
年
）、「
次

世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」（
平
成
15
年
）、「
女
性

活
躍
推
進
法
」（
平
成
27
年
）、少
子
高
齢
化
社
会
を

見
据
え
た
就
労
者
担
保
の
た
め
社
会
全
体
で
女
性

活
躍
を
推
進
す
る
た
め
の
「
働
き
方
改
革
」
に
シ

フ
ト
し
、
平
成
の
「
痛
み
を
伴
う
改
革
」
か
ら
令

和
の
「
前
向
き
の
改
革
」
へ
と
変
化
し
続
け
、
多

様
化
す
る
「
女
性
の
生
き
方
」
に
対
応
す
る
政
府

の
動
き
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
S
D
G
s
の
目
標
5
に
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

実
現
し
よ
う
』
と
あ
り
ま
す
。
日
本
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
（
2
0
2
1
年
度
）
は

1
5
6
か
国
中
1
2
0
位
と
か
な
り
遅
れ
て
お

り
、
女
性
の
年
齢
階
級
別
就
業
率
や
管
理
職
に
占

め
る
女
性
割
合
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
他

の
国
の
実
現
ス
ピ
ー
ド
に
日
本
の
ス
ピ
ー
ド
が
追

い
付
い
て
い
な
い
こ
と
が
順
位
の
低
さ
と
し
て
表

れ
て
い
る
と
、
村
木
先
生
か
ら
も
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　
「
行
動
経
営
学
」
の
視
点
か
ら
女
性
活
躍
の
推

進
の
た
め
に
は
、
①
無
意
識
の
差
別
を
取
り
払
う

工
夫
や
②
自
己
評
価
の
男
女
差
に
つ
い
て
、
女
性

は
自
己
評
価
が
厳
し
い
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が

出
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
「
他
の
人
と
比
較
す
る

の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
と
比
較
す
る
こ
と
で
前

に
進
む
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
女
性
の
生
き
方
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
と
て
も
勇
気
づ
け
ら
れ
る
も

の
で
し
た
。

知
識
が
未
来
を
拓
く
勇
気
と
元
気
を
支
え
る

　
続
い
て
樋
口
惠
子
女
性
未
来
研
究
所
名
誉
所
長

よ
り
、
自
身
が
監
修
し
た
「
女
性
の
１
５
０
年
年

表
」
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
女
性
の
社
会
進
出

の
始
ま
り
と
本
学
の
出
発
点
で
あ
る
和
洋
裁
縫
伝

習
所
の
設
立
の
ス
タ
ー
ト
が
重
な
っ
て
い
る
と

の
、
興
味
深
く
も
う
れ
し
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
す
べ
て
は
歴
史
の
中
で
、
自
分
た
ち

が
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
条
件
を
作
っ
て
き
て
お

り
、
特
に
「〝
女
性
の
生
き
方
の
広
が
り
は
、
女
性

自
身
が
声
を
上
げ
て
こ
こ
ま
で
き
て
い
る
〞こ
と
を

こ
の
年
表
か
ら
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
熱
い
思
い

が
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
身
の
生
き
方
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
含
め
、〝
そ
の
知
識
が
未
来
を
拓
く

勇
気
と
元
気
を
支
え
る
〞と
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
る

女
性
に
向
け
て
エ
ー
ル
を
も
ら
え
た
講
演
で
し

た
。

歴
史
は
わ
た
し
た
ち
が
作
っ
て
い
く

　
最
後
に
「
人
生
１
０
０
年
時
代
　
私
た
ち
の
可

能
性
を
広
げ
る
に
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
先
の
講

演
者
、
村
木
先
生
、
樋
口
先
生
に
加
え
、
女
性
未

来
研
究
所
兼
任
研
究
員
の
平
野
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
学
科
講
師
と
藤
田
看
護
学
科
講
師
が
パ
ネ

ラ
ー
と
な
り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
樋
口
先
生
の
「
自
分
た
ち
は
大
き

な
歴
史
の
流
れ
の
砂
の
一
粒
だ
が
、
歴
史
を
作
る

側
に
回
っ
て
発
言
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。〝
歴
史
は

わ
た
し
た
ち
が
作
っ
て
い
く
〞」
と
い
う
言
葉
が
非

常
に
印
象
的
で
し
た
。

　
声
を
出
し
て
い
く
こ
と
で
、
社
会
は
変
わ
る

し
、
変
え
ら
れ
る
、
そ
ん
な
バ
ト
ン
を
手
渡
さ

れ
、
責
任
を
感
じ
る
と
同
時
に
勇
気
を
も
ら
い
、

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
自
分
た
ち
が
声
を
あ
げ
て
い

く
こ
と
で
、
先
輩
か
ら
の
バ
ト
ン
を
後
輩
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
い
う
意
欲
を
わ
か
せ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
し
た
。

　
S
D
G
s
の
目
標
５
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実

現
し
よ
う
』
は
、
他
の
誰
か
か
ら
与
え
ら
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
私
た
ち
自
身
が
学
び
つ
づ
け
、
行

動
し
、
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
「
女
性
の
未
来

の
可
能
性
」
を
広
げ
、
ひ
い
て
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
が
実
現
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
編
集
者
Y
）

連 載 SDGsのゆくえ
目標ができると、人はそこへ向かおうとする。

向かう場所がわかれば、わたしたちはそこを目指し歩み始める。
その意思と歩みが、未来の景色を明るく灯してくれる。

だからこそ、掲げた目標を現実の景色として目にするまで、
みんなで手をつなぎ、決して諦めることなく、

わたしたちはそのゆくえを追い続けなければならない。

東京家政大学は、
持続可能な世界を目指すSDGsのゆくえを追い求め、

一歩ずつ前に進んでいきます。

女
性
の
未
来
と
希
望

　2
0
2
2
年
6
月
26
日
（
日
）
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
支
援
機
構
　女
性
未
来
研

究
所
主
催
の
「
第
8
回
　女
性
未
来
研
究
所
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、

Z
o
o
m
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
人
生

1
0
0
年
時
代
女
性
の
未
来
と
希
望
〜
女
性
の
生
き
方
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら
〜
」
と

題
し
て
、
村
木
厚
子
津
田
塾
大
学
客
員
教
授
と
樋
口
惠
子
本
学
女
性
未
来
研
究
所
名

誉
所
長
の
講
演
、
ま
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一列目左から、村木厚子津田塾大学客員教授・樋口
惠子女性未来研究所名誉所長・井上俊哉学長
二列目左から、平野真理女性未来研究所兼任研究員・
平野順子女性未来研究所副所長・藤田藍津子女性未
来研究所兼任研究員

「人生100年時代私たちの可能性を広げるには？」
パネルディスカッションの様子

平野 真理
女性未来研究所兼任研究員

藤田 藍津子
女性未来研究所兼任研究員

村木 厚子　津田塾大学客員教授

　女
性
が
歩
ん
で
き
た
こ
れ
ま
で
の
時
代
と

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
切
り
拓
く
「
女
性
の
生

き
方
」
に
つ
い
て
人
生
の
先
輩
か
ら
わ
た
し

た
ち
へ
、
歴
史
の
バ
ト
ン
が
手
渡
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
る
女
性
未
来
研
究
所
主
催
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。

樋口 惠子　女性未来研究所名誉所長

S

D

G
s
の
ゆ
く
え
Vol.2

　「女性の未来の可能性」、「人生100年社会」、「ワークライフケアバランス」、「男女共同参
画社会」、「女性の自主と自律」の、特に5つの分野での研究を深め、未来の女性を、ひいては
人間と環境の未来をより豊かにすることを目指します。

　2014（平成26年）4月に板橋キャンパスに設置されました。建学の精神である「自主自
律」、生活信条である「愛情・勤勉・聡明」と長年にわたる女子教育の伝統に基づく、本学固有の
女性研究を行うとともに、その成果を社会に広く公表し還元することで、多様性を尊重する共
生社会の実現と男女共同参画社会における女性の活躍を支援することを目的としています。

女性未来研究所とは

研究所が目指すもの

女性未来
研究所

女性の未来の
可能性

女性の
自主と自律

人生
100年社会

男女共同
参画社会

ワークライフ
ケアバランス
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他
者
と
で
は
な
く
、

自
分
自
身
と
比
較
し
て
前
に
進
む

　
基
調
講
演
は
、
厚
生
労
働
省
事
務
次
官
を
経

て
、
現
在
、
津
田
塾
大
学
客
員
教
授
の
村
木
厚
子

先
生
か
ら
、『
女
性
の
生
き
方
』
の
多
様
化
に
よ
る

女
性
活
躍
の
推
進
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
自
身
の
働
き
方
と
家
事
育
児
、
そ
し
て

職
場
と
の
か
か
わ
り
を
踏
ま
え
た
内
容
は
、
時
代

の
先
端
を
歩
く
女
性
の
生
き
方
そ
の
も
の
で
し
た
。

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」（
昭
和
60
年
）の
設
立
趣

旨
を
皮
切
り
に
、「
育
児
・
介
護
休
業
法
」（
平
成
3

年
）、「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
」（
平
成
5
年
）、「
次

世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」（
平
成
15
年
）、「
女
性

活
躍
推
進
法
」（
平
成
27
年
）、少
子
高
齢
化
社
会
を

見
据
え
た
就
労
者
担
保
の
た
め
社
会
全
体
で
女
性

活
躍
を
推
進
す
る
た
め
の
「
働
き
方
改
革
」
に
シ

フ
ト
し
、
平
成
の
「
痛
み
を
伴
う
改
革
」
か
ら
令

和
の
「
前
向
き
の
改
革
」
へ
と
変
化
し
続
け
、
多

様
化
す
る
「
女
性
の
生
き
方
」
に
対
応
す
る
政
府

の
動
き
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
S
D
G
s
の
目
標
5
に
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

実
現
し
よ
う
』
と
あ
り
ま
す
。
日
本
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
（
2
0
2
1
年
度
）
は

1
5
6
か
国
中
1
2
0
位
と
か
な
り
遅
れ
て
お

り
、
女
性
の
年
齢
階
級
別
就
業
率
や
管
理
職
に
占

め
る
女
性
割
合
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
他

の
国
の
実
現
ス
ピ
ー
ド
に
日
本
の
ス
ピ
ー
ド
が
追

い
付
い
て
い
な
い
こ
と
が
順
位
の
低
さ
と
し
て
表

れ
て
い
る
と
、
村
木
先
生
か
ら
も
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　
「
行
動
経
営
学
」
の
視
点
か
ら
女
性
活
躍
の
推

進
の
た
め
に
は
、
①
無
意
識
の
差
別
を
取
り
払
う

工
夫
や
②
自
己
評
価
の
男
女
差
に
つ
い
て
、
女
性

は
自
己
評
価
が
厳
し
い
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が

出
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
「
他
の
人
と
比
較
す
る

の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
と
比
較
す
る
こ
と
で
前

に
進
む
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
女
性
の
生
き
方
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
と
て
も
勇
気
づ
け
ら
れ
る
も

の
で
し
た
。

知
識
が
未
来
を
拓
く
勇
気
と
元
気
を
支
え
る

　
続
い
て
樋
口
惠
子
女
性
未
来
研
究
所
名
誉
所
長

よ
り
、
自
身
が
監
修
し
た
「
女
性
の
１
５
０
年
年

表
」
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
女
性
の
社
会
進
出

の
始
ま
り
と
本
学
の
出
発
点
で
あ
る
和
洋
裁
縫
伝

習
所
の
設
立
の
ス
タ
ー
ト
が
重
な
っ
て
い
る
と

の
、
興
味
深
く
も
う
れ
し
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
す
べ
て
は
歴
史
の
中
で
、
自
分
た
ち

が
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
条
件
を
作
っ
て
き
て
お

り
、
特
に
「〝
女
性
の
生
き
方
の
広
が
り
は
、
女
性

自
身
が
声
を
上
げ
て
こ
こ
ま
で
き
て
い
る
〞こ
と
を

こ
の
年
表
か
ら
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
熱
い
思
い

が
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
身
の
生
き
方
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
含
め
、〝
そ
の
知
識
が
未
来
を
拓
く

勇
気
と
元
気
を
支
え
る
〞と
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
る

女
性
に
向
け
て
エ
ー
ル
を
も
ら
え
た
講
演
で
し

た
。

歴
史
は
わ
た
し
た
ち
が
作
っ
て
い
く

　
最
後
に
「
人
生
１
０
０
年
時
代
　
私
た
ち
の
可

能
性
を
広
げ
る
に
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
先
の
講

演
者
、
村
木
先
生
、
樋
口
先
生
に
加
え
、
女
性
未

来
研
究
所
兼
任
研
究
員
の
平
野
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
学
科
講
師
と
藤
田
看
護
学
科
講
師
が
パ
ネ

ラ
ー
と
な
り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
樋
口
先
生
の
「
自
分
た
ち
は
大
き

な
歴
史
の
流
れ
の
砂
の
一
粒
だ
が
、
歴
史
を
作
る

側
に
回
っ
て
発
言
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。〝
歴
史
は

わ
た
し
た
ち
が
作
っ
て
い
く
〞」
と
い
う
言
葉
が
非

常
に
印
象
的
で
し
た
。

　
声
を
出
し
て
い
く
こ
と
で
、
社
会
は
変
わ
る

し
、
変
え
ら
れ
る
、
そ
ん
な
バ
ト
ン
を
手
渡
さ

れ
、
責
任
を
感
じ
る
と
同
時
に
勇
気
を
も
ら
い
、

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
自
分
た
ち
が
声
を
あ
げ
て
い

く
こ
と
で
、
先
輩
か
ら
の
バ
ト
ン
を
後
輩
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
い
う
意
欲
を
わ
か
せ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
し
た
。

　
S
D
G
s
の
目
標
５
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実

現
し
よ
う
』
は
、
他
の
誰
か
か
ら
与
え
ら
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
私
た
ち
自
身
が
学
び
つ
づ
け
、
行

動
し
、
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
「
女
性
の
未
来

の
可
能
性
」
を
広
げ
、
ひ
い
て
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
が
実
現
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
編
集
者
Y
）

連 載 のゆくえ
目標ができると、人はそこへ向かおうとする。

向かう場所がわかれば、わたしたちはそこを目指し歩み始める。
その意思と歩みが、未来の景色を明るく灯してくれる。

だからこそ、掲げた目標を現実の景色として目にするまで、
みんなで手をつなぎ、決して諦めることなく、

わたしたちはそのゆくえを追い続けなければならない。

東京家政大学は、
持続可能な世界を目指すSDGsのゆくえを追い求め、

一歩ずつ前に進んでいきます。

女
性
の
未
来
と
希
望

　2
0
2
2
年
6
月
26
日
（
日
）
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
支
援
機
構
　女
性
未
来
研

究
所
主
催
の
「
第
8
回
　女
性
未
来
研
究
所
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、

Z
o
o
m
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
人
生

1
0
0
年
時
代
女
性
の
未
来
と
希
望
〜
女
性
の
生
き
方
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら
〜
」
と

題
し
て
、
村
木
厚
子
津
田
塾
大
学
客
員
教
授
と
樋
口
惠
子
本
学
女
性
未
来
研
究
所
名

誉
所
長
の
講
演
、
ま
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一列目左から、村木厚子津田塾大学客員教授・樋口
惠子女性未来研究所名誉所長・井上俊哉学長
二列目左から、平野真理女性未来研究所兼任研究員・
平野順子女性未来研究所副所長・藤田藍津子女性未
来研究所兼任研究員

「人生100年時代私たちの可能性を広げるには？」
パネルディスカッションの様子

平野 真理
女性未来研究所兼任研究員

藤田 藍津子
女性未来研究所兼任研究員

村木 厚子　津田塾大学客員教授

　女
性
が
歩
ん
で
き
た
こ
れ
ま
で
の
時
代
と

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
切
り
拓
く
「
女
性
の
生

き
方
」
に
つ
い
て
人
生
の
先
輩
か
ら
わ
た
し

た
ち
へ
、
歴
史
の
バ
ト
ン
が
手
渡
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
る
女
性
未
来
研
究
所
主
催
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。

樋口 惠子　女性未来研究所名誉所長

の
ゆ
く
え
Vol.2

　「女性の未来の可能性」、「人生100年社会」、「ワークライフケアバランス」、「男女共同参
画社会」、「女性の自主と自律」の、特に5つの分野での研究を深め、未来の女性を、ひいては
人間と環境の未来をより豊かにすることを目指します。

　2014（平成26年）4月に板橋キャンパスに設置されました。建学の精神である「自主自
律」、生活信条である「愛情・勤勉・聡明」と長年にわたる女子教育の伝統に基づく、本学固有の
女性研究を行うとともに、その成果を社会に広く公表し還元することで、多様性を尊重する共
生社会の実現と男女共同参画社会における女性の活躍を支援することを目的としています。

女性未来研究所とは

研究所が目指すもの

女性未来
研究所

女性の未来の
可能性

女性の
自主と自律

人生
100年社会

男女共同
参画社会

ワークライフ
ケアバランス
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前
号
か
ら
始
ま
っ
た
「
S
D
G
s
の
ゆ
く

え
」
。
今
回
は
、
環
境
教
育
学
科
の
開
講
科
目

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。
環

境
教
育
学
科
で
は
、
夏
休
み
の
集
中
講
義
と
し

て
、
３
年
次
に
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
を
開
講

し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

は
、
板
橋
区
の
エ
コ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
、
学

生
が
板
橋
区
民
の
小
学
校
低
学
年
の
児
童
を
対
象

に
、
エ
コ
工
作
教
室
を
通
し
て
３
R

（
R
e
d
u
c
e 

R
e
u
s
e 

R
e
c
y
c
l
e
)、

そ
し
て
そ
の
先
に
あ
る
S
D
G
s
へ
の
理
解
を
深

め
る
取
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
「
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
」
の
授
業
を
担
当
し
て
い
る
、
環
境
教
育

学
科
の
井
上
宮
雄
准
教
授
に
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。他

者
に
伝
え
る
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　自
分
が
理
解
す
る

板
橋
区
の
エ
コ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー

と
本
学
と
の
つ
な
が
り
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
平
成
21
年
に
、
本
学
と
板
橋
区
と
で
「
環
境
教

育
相
互
支
援
協
定
」
を
締
結
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。
環
境
教
育
学
科
の
学
生
に
と
っ
て
は
、

座
学
で
環
境
に
関
す
る
知
識
は

学
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
他

者
に
教
え
る
と
い
う
実
践
の
場

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
対
し

て
、
板
橋
区
は
環
境
教
育
を
担

う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
お
互

い
の
目
的
が
一
致
し
た
こ
と
か

ら
、
同
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
板
橋
区
か
ら
は

エ
コ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
提
供
し
て
も
ら

い
、
本
学
の
学
生
が
エ
コ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
て
体
験
学
習
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
の
が
、
本
学
と
エ
コ
ポ
リ

ス
セ
ン
タ
ー
と
の
つ
な
が
り
で
す
。

エ
コ
工
作
教
室
の
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
板
橋
区

民
の
小
学

校
低
学
年

の
児
童
に

向
け
て
、

夏
休
み
に

エ
コ
工
作

教
室
と
い

う
の
を
開

い
て
い
ま

す
。
エ
コ

工
作
教
室
で
は
、
本
学
科
の
学
生
が
、
不
要
に

な
っ
た
材
料
を
使
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
工
作
を

教
え
る
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

不
要
に
な
っ
た
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
ミ
ニ
え

ほ
ん
を
作
っ
た
り
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯

を
使
っ
て
万
華
鏡
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

エ
コ
工
作
教
室
を
通
し
た
「
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
」
の
目
的
は
、
ど
こ
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
３
R
（
R
e
d
u
c
e 

R
e
u
s
e 

R
e
c

y
c
l
e
）
を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な
社
会
を
つ

く
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
を
子
ど
も
た

ち
に
教
え
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
教

え
る
に
は
、
教
え
る
側
で
あ
る
学
生
も
、
教
え
る
内

容
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
い
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
で
の
学
習
を
通
し
て
、
学

生
自
身
の
理
解
も
深
ま
り
、
他
者
に
教
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

板
橋
区
民
の
子
ど
も
た
ち
の
反
応

は
い
か
が
で
す
か
？

　
エ
コ
工
作
教
室
の
後
に
、
子
ど
も
た
ち
と
、
付

き
添
い
で
来
た
親
御
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記
入

し
て
も
ら
う
の
で
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で

も
、
非
常
に
子
ど
も
が
喜
ん
で
い
た
、
指
導
し
て

く
れ
た
お
姉
さ
ん
た
ち
が
子
ど
も
目
線
に
立
っ
て

教
え
て
く
れ
て
、
ま
た
次
回
も
参
加
し
た
い
、
と

い
う
声
が
多
い
で
す
ね
。
そ
う
い
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
コ
メ
ン
ト
を
後
で
学
生
に
見
せ
る
と
、
「
や
っ

て
よ
か
っ
た
」
と
、
充
実
感
が
あ
る
よ
う
で
す
。

区
民
の
子
ど
も
た
ち
の
３
R
に
対

す
る
理
解
度
は
ど
う
で
す
か
？

　
エ
コ
工
作
教
室
に
入
る
前
に
、
学
生
た
ち
が
ス

ラ
イ
ド
を
使
用
し
て
、
３
R
に
関
す
る
勉
強
会
を

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
行
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
エ
コ
に
対
す
る
意
識
は
高
く
、
例
え
ば

「
３
R
っ
て
何
で
す
か
？
」
と
聞
い
て
も
、
ち
ゃ

ん
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。
最
近
の
子

ど
も
た
ち
を
見
て

い
る
と
、
小
学
生

の
頃
か
ら
、
そ
う

い
っ
た
環
境
に
関

す
る
知
識
と
い
う

の
は
き
ち
ん
と
教

え
ら
れ
て
い
る
の

だ
な
と
感
じ
ま
す

ね
。

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
の
中
で
、

学
生
が
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
点
は

ど
こ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

　
子
ど
も
た
ち
と
の
接
し
方
だ
と
思
い
ま
す
。
環

境
教
育
学
科
の
学
生
は
、
児
童
学
科
や
児
童
教
育

学
科
の
よ
う
に
、
将
来
子
ど
も
と
接
す
る
よ
う
な

仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
学
生
は
少
な
い

の
で
、
初
め
は
子
ど
も
と
接
す
る
の
が
苦
手
だ
と

感
じ
る
学
生
も
い
る
よ
う
で
す
。

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
の
授
業

を
構
成
す
る
う
え
で
、
先
生
が
思

う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
や
は
り
、
人
に
教
え
る
た
め
に
は
自
分
た
ち
が

ち
ゃ
ん
と
理
解
し

て
い
な
い
と
ダ
メ

だ
っ
て
い
う
こ
と

で
す
ね
。
人
に
対

し
て
教
え
る
と
い

う
こ
と
は
、
自
分

が
そ
の
こ
と
を
良

く
知
る
た
め
に
も

必
要
な
こ
と
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

ミニえほんを作ろう

あ
な
た
が
日
ご
ろ
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
行
動
と

は
何
で
す
か
？

・
エ
コ
バ
ッ
ク
や
マ
イ
ボ
ト
ル
、
マ
イ
ス
ト
ロ
ー

を
持
ち
歩
く

・
コ
ン
ビ
ニ
で
昼
食
を
買
わ
ず
、
弁
当
を
持
参
す
る

・
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
め
、
長
く
着
ら

れ
る
洋
服
を
買
う

・
節
電
、
冷
暖
房
を
過
度
に
使
用
し
な
い
（
設
定

温
度
を
保
つ
）

３Rに関する勉強会エコ工作教室

　
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
、
エ
コ
バ
ッ
ク
や
マ
イ
ボ

ト
ル
、
マ
イ
ス
ト
ロ
ー
を
持
ち
歩
い
て
お
り
、
冷

暖
房
の
使
用
を
控
え
て
節
電
し
て
い
る
と
回
答
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
排
出
を
抑
え
る
洗
濯
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
て
い

る
」
「
S
D
G
s
に
関
す
る
情
報
を
定
期
的
に
確

認
す
る
」
な
ど
の
回
答
も
あ
り
、
日
ご
ろ
か
ら
意

識
し
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
行
動
を
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

あ
な
た
が
こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
行
動
と
は
何
で
す
か
？

・
電
気
自
動
車
を
買
い
た
い

・
服
を
長
く
使
う

・
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
ケ
ー
ス
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

す
る

・
生
ご
み
を
コ
ン
ポ
ス
ト
す
る

・
食
品
を
計
画
的
に
消
費
す
る
（
フ
ー
ド
ロ
ス
を

減
ら
す
）

・
量
り
売
り
の
店
を
利
用
す
る

　
そ
の
ほ
か
に
、
「
普
段
の
食
生
活
に
昆
虫
食
や

代
替
肉
等
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ー
ド
を
取
り
入
れ

る
」
「
本
当
に
欲
し
い
も
の
か
、
本
当
に
必
要
な

も
の
か
を
見
極
め
て
買
い
物
を
す
る
」
な
ど
の
回

答
も
あ
り
ま
し
た
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
行
動
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
自
分
ま
た
周
囲
に
ど
の
よ

う
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
か
？ 

・
少
し
の
工
夫
で
使
い
捨
て
の
も
の
が
必
要
な
く

な
る
と
感
じ
、
少
し
ず
つ
自
分
の
行
動
を
変
え

て
い
こ
う
と
思
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

・
環
境
を
考
え
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
を
購
入
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

・
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
で
洋
服
を

た
く
さ
ん
買
う
よ
り
、
長
く
着
ら
れ
る
よ
う
な

洋
服
を
1
着
だ
け
買
う
よ
う
に
な
っ
た
。

・
本
当
に
必
要
な
も
の
な
の
か
を
考
え
て
買
い

物
す
る
こ
と
で
、
ご
み
が
減
ら
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

・
加
工
品
を
購
入
す
る
の
を
や
め
て
、
自
分
で
保

存
食
を
作
る
習
慣
が
で
き
た
。

・
エ
シ
カ
ル
か
ど
う
か
が
、
行
動
の
基
準
に
な
っ
た
。

・
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
行
動

で
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
実
際
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
「
S
D
G
s
に
関
連
す
る
本
を
読
む
よ

う
に
な
っ
た
」
「
環
境
に
対
し
て
改
め
て
危
機
感

が
芽
生
え
た
」
「
S
D
G
s
に
関
心
を
持
ち
、
全

て
の
人
に
と
っ
て
よ
り
良
い
環
境
と
は
何
か
に
つ

い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
、
自
分
自
身

の
意
識
に
変
化
が
生
じ
た
と
の
回
答
が
大
多
数
を

占
め
ま
し
た
。
ま
た
「
家
族
も
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
」
「
周
り
と
S
D
G
s
に
つ
い
て
話
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
」
「
友
達
も
自
分
を
見
て
エ
コ

バ
ッ
ク
を
持
ち
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
、
周

り
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
行
動
に
賛
同
し
て
く
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
の
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。
他
方

で
、
「
今
ま
で
意
識
せ
ず
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
行

動
を
し
て
き
た
た
め
、
特
段
の
変
化
は
な
い
」
と

い
う
回
答

も
一
定
数

あ
り
、
今

や
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な

行
動
は
、

日
常
で
当

た
り
前
の

も
の
に

な
っ
て
い

る
よ
う
で

す
。

日
常
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
行
動
に
つ
い
て

聞
い
て
み
ま
し
た
！

　日
ご
ろ
か
ら
個
人
的
に
行
っ
て
い
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
行
動
、
そ
し
て
今
後
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
行
動
、
ま
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
行
動
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
や
ま
わ
り
に
ど
の
よ
う

な
変
化
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
在
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

在学生
アンケート

Q

Q

QQ

環
境
教
育
学
科
３
年
次
開
講
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目
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フ
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ワ
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の
ゆ
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え
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前
号
か
ら
始
ま
っ
た
「
S
D
G
s
の
ゆ
く

え
」
。
今
回
は
、
環
境
教
育
学
科
の
開
講
科
目

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。
環

境
教
育
学
科
で
は
、
夏
休
み
の
集
中
講
義
と
し

て
、
３
年
次
に
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
を
開
講

し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

は
、
板
橋
区
の
エ
コ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
、
学

生
が
板
橋
区
民
の
小
学
校
低
学
年
の
児
童
を
対
象

に
、
エ
コ
工
作
教
室
を
通
し
て
３
R

（
R
e
d
u
c
e 

R
e
u
s
e 

R
e
c
y
c
l
e
)、

そ
し
て
そ
の
先
に
あ
る
S
D
G
s
へ
の
理
解
を
深

め
る
取
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
「
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
」
の
授
業
を
担
当
し
て
い
る
、
環
境
教
育

学
科
の
井
上
宮
雄
准
教
授
に
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。他

者
に
伝
え
る
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　自
分
が
理
解
す
る

板
橋
区
の
エ
コ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー

と
本
学
と
の
つ
な
が
り
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
平
成
21
年
に
、
本
学
と
板
橋
区
と
で
「
環
境
教

育
相
互
支
援
協
定
」
を
締
結
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。
環
境
教
育
学
科
の
学
生
に
と
っ
て
は
、

座
学
で
環
境
に
関
す
る
知
識
は

学
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
他

者
に
教
え
る
と
い
う
実
践
の
場

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
対
し

て
、
板
橋
区
は
環
境
教
育
を
担

う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
お
互

い
の
目
的
が
一
致
し
た
こ
と
か

ら
、
同
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
板
橋
区
か
ら
は

エ
コ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
提
供
し
て
も
ら

い
、
本
学
の
学
生
が
エ
コ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
て
体
験
学
習
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
の
が
、
本
学
と
エ
コ
ポ
リ

ス
セ
ン
タ
ー
と
の
つ
な
が
り
で
す
。

エ
コ
工
作
教
室
の
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
板
橋
区

民
の
小
学

校
低
学
年

の
児
童
に

向
け
て
、

夏
休
み
に

エ
コ
工
作

教
室
と
い

う
の
を
開

い
て
い
ま

す
。
エ
コ

工
作
教
室
で
は
、
本
学
科
の
学
生
が
、
不
要
に

な
っ
た
材
料
を
使
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
工
作
を

教
え
る
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

不
要
に
な
っ
た
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
ミ
ニ
え

ほ
ん
を
作
っ
た
り
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯

を
使
っ
て
万
華
鏡
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

エ
コ
工
作
教
室
を
通
し
た
「
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
」
の
目
的
は
、
ど
こ
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
３
R
（
R
e
d
u
c
e 

R
e
u
s
e 

R
e
c

y
c
l
e
）
を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な
社
会
を
つ

く
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
を
子
ど
も
た

ち
に
教
え
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
教

え
る
に
は
、
教
え
る
側
で
あ
る
学
生
も
、
教
え
る
内

容
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
い
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
で
の
学
習
を
通
し
て
、
学

生
自
身
の
理
解
も
深
ま
り
、
他
者
に
教
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

板
橋
区
民
の
子
ど
も
た
ち
の
反
応

は
い
か
が
で
す
か
？

　
エ
コ
工
作
教
室
の
後
に
、
子
ど
も
た
ち
と
、
付

き
添
い
で
来
た
親
御
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記
入

し
て
も
ら
う
の
で
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で

も
、
非
常
に
子
ど
も
が
喜
ん
で
い
た
、
指
導
し
て

く
れ
た
お
姉
さ
ん
た
ち
が
子
ど
も
目
線
に
立
っ
て

教
え
て
く
れ
て
、
ま
た
次
回
も
参
加
し
た
い
、
と

い
う
声
が
多
い
で
す
ね
。
そ
う
い
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
コ
メ
ン
ト
を
後
で
学
生
に
見
せ
る
と
、
「
や
っ

て
よ
か
っ
た
」
と
、
充
実
感
が
あ
る
よ
う
で
す
。

区
民
の
子
ど
も
た
ち
の
３
R
に
対

す
る
理
解
度
は
ど
う
で
す
か
？

　
エ
コ
工
作
教
室
に
入
る
前
に
、
学
生
た
ち
が
ス

ラ
イ
ド
を
使
用
し
て
、
３
R
に
関
す
る
勉
強
会
を

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
行
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
エ
コ
に
対
す
る
意
識
は
高
く
、
例
え
ば

「
３
R
っ
て
何
で
す
か
？
」
と
聞
い
て
も
、
ち
ゃ

ん
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。
最
近
の
子

ど
も
た
ち
を
見
て

い
る
と
、
小
学
生

の
頃
か
ら
、
そ
う

い
っ
た
環
境
に
関

す
る
知
識
と
い
う

の
は
き
ち
ん
と
教

え
ら
れ
て
い
る
の

だ
な
と
感
じ
ま
す

ね
。

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
の
中
で
、

学
生
が
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
点
は

ど
こ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

　
子
ど
も
た
ち
と
の
接
し
方
だ
と
思
い
ま
す
。
環

境
教
育
学
科
の
学
生
は
、
児
童
学
科
や
児
童
教
育

学
科
の
よ
う
に
、
将
来
子
ど
も
と
接
す
る
よ
う
な

仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
学
生
は
少
な
い

の
で
、
初
め
は
子
ど
も
と
接
す
る
の
が
苦
手
だ
と

感
じ
る
学
生
も
い
る
よ
う
で
す
。

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
の
授
業

を
構
成
す
る
う
え
で
、
先
生
が
思

う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
や
は
り
、
人
に
教
え
る
た
め
に
は
自
分
た
ち
が

ち
ゃ
ん
と
理
解
し

て
い
な
い
と
ダ
メ

だ
っ
て
い
う
こ
と

で
す
ね
。
人
に
対

し
て
教
え
る
と
い

う
こ
と
は
、
自
分

が
そ
の
こ
と
を
良

く
知
る
た
め
に
も

必
要
な
こ
と
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

ミニえほんを作ろう

あ
な
た
が
日
ご
ろ
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
行
動
と

は
何
で
す
か
？

・
エ
コ
バ
ッ
ク
や
マ
イ
ボ
ト
ル
、
マ
イ
ス
ト
ロ
ー

を
持
ち
歩
く

・
コ
ン
ビ
ニ
で
昼
食
を
買
わ
ず
、
弁
当
を
持
参
す
る

・
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
め
、
長
く
着
ら

れ
る
洋
服
を
買
う

・
節
電
、
冷
暖
房
を
過
度
に
使
用
し
な
い
（
設
定

温
度
を
保
つ
）

３Rに関する勉強会エコ工作教室

　
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
、
エ
コ
バ
ッ
ク
や
マ
イ
ボ

ト
ル
、
マ
イ
ス
ト
ロ
ー
を
持
ち
歩
い
て
お
り
、
冷

暖
房
の
使
用
を
控
え
て
節
電
し
て
い
る
と
回
答
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
排
出
を
抑
え
る
洗
濯
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
て
い

る
」
「
S
D
G
s
に
関
す
る
情
報
を
定
期
的
に
確

認
す
る
」
な
ど
の
回
答
も
あ
り
、
日
ご
ろ
か
ら
意

識
し
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
行
動
を
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

あ
な
た
が
こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
行
動
と
は
何
で
す
か
？

・
電
気
自
動
車
を
買
い
た
い

・
服
を
長
く
使
う

・
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
ケ
ー
ス
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

す
る

・
生
ご
み
を
コ
ン
ポ
ス
ト
す
る

・
食
品
を
計
画
的
に
消
費
す
る
（
フ
ー
ド
ロ
ス
を

減
ら
す
）

・
量
り
売
り
の
店
を
利
用
す
る

　
そ
の
ほ
か
に
、
「
普
段
の
食
生
活
に
昆
虫
食
や

代
替
肉
等
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ー
ド
を
取
り
入
れ

る
」
「
本
当
に
欲
し
い
も
の
か
、
本
当
に
必
要
な

も
の
か
を
見
極
め
て
買
い
物
を
す
る
」
な
ど
の
回

答
も
あ
り
ま
し
た
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
行
動
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
自
分
ま
た
周
囲
に
ど
の
よ

う
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
か
？ 

・
少
し
の
工
夫
で
使
い
捨
て
の
も
の
が
必
要
な
く

な
る
と
感
じ
、
少
し
ず
つ
自
分
の
行
動
を
変
え

て
い
こ
う
と
思
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

・
環
境
を
考
え
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
を
購
入
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

・
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
で
洋
服
を

た
く
さ
ん
買
う
よ
り
、
長
く
着
ら
れ
る
よ
う
な

洋
服
を
1
着
だ
け
買
う
よ
う
に
な
っ
た
。

・
本
当
に
必
要
な
も
の
な
の
か
を
考
え
て
買
い

物
す
る
こ
と
で
、
ご
み
が
減
ら
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

・
加
工
品
を
購
入
す
る
の
を
や
め
て
、
自
分
で
保

存
食
を
作
る
習
慣
が
で
き
た
。

・
エ
シ
カ
ル
か
ど
う
か
が
、
行
動
の
基
準
に
な
っ
た
。

・
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
行
動

で
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
実
際
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
「
S
D
G
s
に
関
連
す
る
本
を
読
む
よ

う
に
な
っ
た
」
「
環
境
に
対
し
て
改
め
て
危
機
感

が
芽
生
え
た
」
「
S
D
G
s
に
関
心
を
持
ち
、
全

て
の
人
に
と
っ
て
よ
り
良
い
環
境
と
は
何
か
に
つ

い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
、
自
分
自
身

の
意
識
に
変
化
が
生
じ
た
と
の
回
答
が
大
多
数
を

占
め
ま
し
た
。
ま
た
「
家
族
も
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
」
「
周
り
と
S
D
G
s
に
つ
い
て
話
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
」
「
友
達
も
自
分
を
見
て
エ
コ

バ
ッ
ク
を
持
ち
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
、
周

り
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
行
動
に
賛
同
し
て
く
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
の
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。
他
方

で
、
「
今
ま
で
意
識
せ
ず
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
行

動
を
し
て
き
た
た
め
、
特
段
の
変
化
は
な
い
」
と

い
う
回
答

も
一
定
数

あ
り
、
今

や
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な

行
動
は
、

日
常
で
当

た
り
前
の

も
の
に

な
っ
て
い

る
よ
う
で

す
。

Q

Q

Q

日
常
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
行
動
に
つ
い
て

聞
い
て
み
ま
し
た
！

　日
ご
ろ
か
ら
個
人
的
に
行
っ
て
い
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
行
動
、
そ
し
て
今
後
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
行
動
、
ま
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
行
動
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
や
ま
わ
り
に
ど
の
よ
う

な
変
化
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
在
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

在学生
アンケート

環
境
教
育
学
科
３
年
次
開
講
科
目

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

の
ゆ
く
え
Vol.2
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不
眠
症
を
中
心
と
し
た
睡
眠
障
害
の
改
善
に
関

す
る
調
査
研
究
及
び
実
践
研
究
を
多
く
発
表
し
、

令
和
3
年
度
東
京
家
政
大
学
学
術
研
究
賞
を
受
賞

し
た
、
人
文
学
部
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
科
岡

島
義
准
教
授
の
研
究
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

東
京
家
政
大
学
学
術
研
究
賞
と
は
？

本
学
に
お
け
る
研
究
、
作
品
制
作
、
ま
た
は
表

現
業
績
が
極
め
て
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
、

本
学
専
任
教
員
を
対
象
に
表
彰
す
る
、
教
員
研
究

業
績
表
彰
制
度
の
う
ち
の
一
つ
。
中
で
も
学
術
研

究
賞
は
、
学
術
研
究
の
成
果
が
特
に
優
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
た
、
本
学
の
助
教
以
上
の
専
任
教
員

（
特
任
、期
限
付
き
を
含
む
）
を
対
象
と
す
る
も
の
。

「
計
画
的
偶
発
性
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
意
味
は
キ
ャ
リ
ア
の
8
割
は
予
想
し
な
い
偶

発
的
な
こ
と
で
決
ま
る
た
め
、
そ
の
偶
然
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
キ
ャ
リ
ア
を
築
い
て
い
こ
う
と
い
う

考
え
方
で
す
。
わ
た
し
の
場
合
も
ご
多
分
に
漏
れ

ず
「
睡
眠
」
と
の
出
会
い
は
ま
さ
に
偶
然
で
し
た
。

大
学
院
時
代
は
全
く
別
の
研
究
を
し
て
い
た
の
で

す
が
、
当
時
の
指
導
教
官
か
ら
「
睡
眠
に
興
味
が

あ
る
か
？
実
は
就
職
の
話
が
あ
っ
て
ね
…
」
と
言

わ
れ
、二
つ
返
事
で
飛
び
込
ん
だ
の
が「
睡
眠
研
究
」

の
始
ま
り
で
す
。
そ
し
て
次
第
に
「
睡
眠
」
の
奥

深
い
世
界
に
圧
倒
さ
れ
、
魅
了
さ
れ
、
生
涯
の
研

究
テ
ー
マ
に
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

睡
眠
障
害
と
言
う
と
不
眠
症
を
思
い
浮
か
べ
る

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
そ
の
種
類
は
80

以
上
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
心
理
学
的
な
問

題
が
関
与
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
臨
床
心
理

学
か
ら
睡
眠
障
害
を
持
つ
方
々
の
症
状
改
善
や
生

活
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
睡
眠
を
臨
床
心

理
学
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
点
が
特
色
で
、

わ
た
し
の
研
究
室
は
「
睡
眠
行
動
科
学
研
究
室
」

と
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。

研
究
で
は
世
界
的
に
効
果
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
「
認
知
行
動
療
法
」
と
呼
ば
れ
る
手
法
を
用

い
て
い
ま
す
。
認
知
行
動
療
法
で
は
、
あ
る
出
来

令和３年度 東京家政大学 学術研究賞 受賞

偶然から始まった睡眠研究
今ではハッピー人生の立役者「睡眠」にドハマり

岡島　義
（心理カウンセリング学科 准教授
東京家政大学臨床相談センター 所長）

2003 年日本大学文理学部心理学科を卒業。2008 年北海

道医療大学大学院心理科学研究科博士課程を修了、博士（臨床

心理学）取得。睡眠総合ケアクリニック代々木主任心理士、早

稲田大学人間科学学術院助教を経て、2018 年より現職。著書

に『4 週間でぐっすり眠れる本』『1 時間多く眠る睡眠負債解

消法』（両書ともにさくら舎）などがある。

Profile　
お か　　じ ま い さ

事
が
起
き
た

と
き
に
、
そ

の
人
が
ど
の

よ
う
に
考

え
、
振
る
舞

い
、
感
情
を

出
し
、
身
体

が
反
応
す
る

か
と
い
う
一

連
の
プ
ロ
セ

ス
を
、過
去
の
経
験
か
ら
誰
も
が
持
っ
て
い
る
「
く

せ
（
習
慣
）」
に
よ
る
働
き
と
捉
え
ま
す
。
こ
れ
を

応
用
し
、
睡
眠
障
害
に
影
響
を
与
え
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
「
く
せ
」
を
変
え
る
こ
と
で
睡
眠
改
善

に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
の
視
点
で
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
「
く
せ
」
を
変
え
る
サ
ポ
ー
ト

を
す
る
た
め
に
最
近
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、メ
ー

ル
配
信
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
睡
眠
問
題
で
悩
み

を
抱
え
る
方
々
に
、
睡
眠
改
善
の
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
週
に
一
度
メ
ー
ル
で
配
信
し
ま
す
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
、
心
配
ご
と
へ
の

対
処
法
、
適
切
な
就
床
ー
起
床
時
刻
の
設
定
な
ど

が
含
ま
れ
ま
す
。
参
加
者
は
そ
の
内
容
を
1
週
間

実
践
し
、
同
時
に
睡
眠
記
録
も
取
っ
て
い
き
ま
す
。

効
果
を
実
感
し
な
が
ら
、
参
加
者
が
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
継
続
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
実
際
に
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
8
週
間
に
渡
っ
て
実
践
し
た
人
は
、

不
眠
症
状
が
改
善
し
た
だ
け
で
な
く
、
抑
う
つ
症

状
や
ス
ト
レ
ス
症
状
も
軽
減
し
た
と
い
う
結
果
が

出
ま
し
た
。

睡
眠
改
善
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
人
が
よ
り

ハ
ッ
ピ
ー
な
人
生
を
送
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
手
伝

い
を
し
て
い
き
た
い
、
こ
れ
が
研
究
に
対
す
る
わ

た
し
の
想
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
「
ち
ゃ
ん
と

効
く
モ
ノ
を
ち
ゃ
ん
と
効
く
人
へ
」
届
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
そ
の
使
命
感
を
胸
に
日
々
の
研
究

に
励
ん
で
い
ま
す
。

睡
眠
研
究
の
面
白
さ
の
原
点
は
、
自
分
が
寝
て

い
た
か
ど
う
か
は
目
が
覚
め
た
と
き
に
し
か
判
断

で
き
な
い
点
に
あ
り
ま
す
。
睡
眠
状
態
を
適
切
に

と
ら
え
る
た
め
に
は
、
そ
の
人
自
身
に
よ
る
自
己

評
価
で
は
難
し
く
、
脳
波
測
定
な
ど
客
観
的
な
評

価
が
必
要
で
す
。
一
方
で
、
自
己
評
価
と
客
観
的

な
評
価
に
は
ズ
レ
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
は
、不
眠
症
の
人
は
「
よ
く
眠
れ
な
か
っ

た
」
と
自
分
の
睡
眠
を
過
小
評
価
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
反
対
に
睡
眠
不
足
の
人
や
睡
眠
時
無

呼
吸
症
候
群
の
人
は
「
自
分
は
き
ち
ん
と
眠
れ
て

い
る
」
と
睡
眠
を
過
大
評
価
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

客
観
的
な
評
価
か
ら
き
ち
ん
と
眠
れ
て
い
る
と
判

定
さ
れ
て
も
、
本
人
の
睡
眠
満
足
度
は
高
く
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
評
価
の
ズ
レ
が

睡
眠
研
究
の
難
し
さ
で
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
人
に
合
わ
せ
た
睡
眠
改
善
の
た

め
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
考

え
る
こ
と
が

最
も
重
要
な

の
は
周
知
の

こ
と
で
す

が
、
そ
の
効

果
測
定
は
非

常
に
難
度
が

高
く
や
す
や

す
と
は
い
き
ま
せ

ん
。
で
す
が
、
高

い
壁
だ
か
ら
こ
そ

挑
戦
し
が
い
が
あ

り
ま
す
し
、
睡
眠

の
研
究
は
と
に
か

く
面
白
い
！
全
部

が
面
白
い
！
の
で

す
。睡

眠
研
究
が
扱
う
分
野
は
、
ム
シ
や
動
物
を
対
象

に
し
た
基
礎
研
究
か
ら
応
用
研
究
ま
で
幅
広
く
存
在

し
ま
す
。
最
近
で
は
、
冬
眠
（
正
確
に
は
休
眠
）
を

司
る
脳
内
物
質
が
発
見
さ
れ
、
冬
眠
し
な
い
は
ず
の

マ
ウ
ス
を
冬
眠
（
休
眠
）
状
態
に
で
き
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
他
に
も
、
睡
眠
負
債
が
溜
ま
る
と
痛

み
を
強
く
感
じ
や
す
く
な
る
こ
と
や
、
不
眠
症
が
改

善
す
る
と
う
つ
病
も
良
く
な
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ハ
ッ
ピ
ー
な
人
生
を
送
る
た
め

の
立
役
者
が
「
睡
眠
」
で
あ
る
と
い
う
事
実
！
も
う

ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
り
ま
せ
ん
（
笑
）

研
究
や
ア
イ
デ
ア
や
ひ
ら
め
き
は
、
自
分
の
中

に
大
事
に
し
ま
っ
て
お
く
物
で
は
な
く
、
成
果
を

論
文
と
い
う
形
に
し
て
外
の
世
界
に
発
表
す
る
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
形
に

し
て
発
表
す
れ
ば
、
多
く
の
人
の
目
に
と
ま
り
、

そ
れ
が
次
の
ア
イ
デ
ア
や
ひ
ら
め
き
の
材
料
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
ら
が
繋
が
っ
て
次
の
新
し
い
発
見

が
生
ま
れ
て
、
世
界
中
の
人
々
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

睡眠行動科学としての取り組み

メール配信型プログラムに関する研究論文

夏
場
は
就
寝
時
に
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
タ
イ

マ
ー
を
セ
ッ
ト
し
て
眠
る
人
が
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
タ
イ
マ
ー
が
切
れ
た
ら
と
た
ん
に

寝
苦
し
く
な
り
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
は
日
中
に

た
ま
っ
た
部
屋
の
「
余
熱
」
が
原
因
で
す
。

寝
る
2
時
間
ほ
ど
前
か
ら
エ
ア
コ
ン
と
扇
風

機
を
使
っ
て
、
寝
室
の
余
熱
を
取
り
除
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
最
近
の
研
究
で
は
物
理
的

に
「
頭
を
冷
や
す
こ
と
」
も
快
適
な
睡
眠
に

効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
氷
枕
や

水
枕
を
使
っ
て
後
頭
部
を

冷
や
す
と
寝
つ
き
や
す
く

な
り
ま
す
。

寝
苦
し
い
夏
の
夜
…

快
適
な
睡
眠
を
と
る
コ
ツ
は

　余
熱

　

に
あ
っ
た

“

“

岡島先生に聞いてみました

●あんこ ： 粒あん派　　こしあん派

●フライドポテト ： 細い派　　太い派　　

●定番朝ごはん：ごはん、みそ汁、納豆、卵焼き、焼き魚

● 座右の銘：楽しいことも、辛いことも、すべての経験が  
                           その人の魅力となる。

「
睡
眠
」
と
の
出
会
い
は
偶
然

二
つ
返
事
で
飛
び
込
ん
だ
世
界
に
魅
了
さ
れ

研
究
テ
ー
マ

睡
眠
を
臨
床
心
理
学
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

不
眠
症
改
善
の
ほ
か
、
抑
う
つ
症
状
の
軽
減
も

研
究
内
容

ハ
ッ
ピ
ー
な
人
生
の
立
役
者
で
あ
る

睡
眠
の
研
究
は
全
部
が
面
白
い
！

研
究
の
奥
深
さ

論
文
が
多
く
の
人
の
目
に
と
ま
れ
ば

次
の
ア
イ
デ
ア
や
ひ
ら
め
き
に

研
究
モ
ッ
ト
ー
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不
眠
症
を
中
心
と
し
た
睡
眠
障
害
の
改
善
に
関

す
る
調
査
研
究
及
び
実
践
研
究
を
多
く
発
表
し
、

令
和
3
年
度
東
京
家
政
大
学
学
術
研
究
賞
を
受
賞

し
た
、
人
文
学
部
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
科
岡

島
義
准
教
授
の
研
究
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

東
京
家
政
大
学
学
術
研
究
賞
と
は
？

本
学
に
お
け
る
研
究
、
作
品
制
作
、
ま
た
は
表

現
業
績
が
極
め
て
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
、

本
学
専
任
教
員
を
対
象
に
表
彰
す
る
、
教
員
研
究

業
績
表
彰
制
度
の
う
ち
の
一
つ
。
中
で
も
学
術
研

究
賞
は
、
学
術
研
究
の
成
果
が
特
に
優
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
た
、
本
学
の
助
教
以
上
の
専
任
教
員

（
特
任
、期
限
付
き
を
含
む
）
を
対
象
と
す
る
も
の
。

「
計
画
的
偶
発
性
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
意
味
は
キ
ャ
リ
ア
の
8
割
は
予
想
し
な
い
偶

発
的
な
こ
と
で
決
ま
る
た
め
、
そ
の
偶
然
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
キ
ャ
リ
ア
を
築
い
て
い
こ
う
と
い
う

考
え
方
で
す
。
わ
た
し
の
場
合
も
ご
多
分
に
漏
れ

ず
「
睡
眠
」
と
の
出
会
い
は
ま
さ
に
偶
然
で
し
た
。

大
学
院
時
代
は
全
く
別
の
研
究
を
し
て
い
た
の
で

す
が
、
当
時
の
指
導
教
官
か
ら
「
睡
眠
に
興
味
が

あ
る
か
？
実
は
就
職
の
話
が
あ
っ
て
ね
…
」
と
言

わ
れ
、二
つ
返
事
で
飛
び
込
ん
だ
の
が「
睡
眠
研
究
」

の
始
ま
り
で
す
。
そ
し
て
次
第
に
「
睡
眠
」
の
奥

深
い
世
界
に
圧
倒
さ
れ
、
魅
了
さ
れ
、
生
涯
の
研

究
テ
ー
マ
に
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

睡
眠
障
害
と
言
う
と
不
眠
症
を
思
い
浮
か
べ
る

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
そ
の
種
類
は
80

以
上
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
心
理
学
的
な
問

題
が
関
与
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
臨
床
心
理

学
か
ら
睡
眠
障
害
を
持
つ
方
々
の
症
状
改
善
や
生

活
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
睡
眠
を
臨
床
心

理
学
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
点
が
特
色
で
、

わ
た
し
の
研
究
室
は
「
睡
眠
行
動
科
学
研
究
室
」

と
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。

研
究
で
は
世
界
的
に
効
果
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
「
認
知
行
動
療
法
」
と
呼
ば
れ
る
手
法
を
用

い
て
い
ま
す
。
認
知
行
動
療
法
で
は
、
あ
る
出
来

令和３年度 東京家政大学 学術研究賞 受賞

偶然から始まった睡眠研究
今ではハッピー人生の立役者「睡眠」にドハマり

岡島　義
（心理カウンセリング学科 准教授
東京家政大学臨床相談センター 所長）

2003 年日本大学文理学部心理学科を卒業。2008 年北海

道医療大学大学院心理科学研究科博士課程を修了、博士（臨床

心理学）取得。睡眠総合ケアクリニック代々木主任心理士、早

稲田大学人間科学学術院助教を経て、2018 年より現職。著書

に『4 週間でぐっすり眠れる本』『1 時間多く眠る睡眠負債解

消法』（両書ともにさくら舎）などがある。

　
お か　　じ ま い さ

事
が
起
き
た

と
き
に
、
そ

の
人
が
ど
の

よ
う
に
考

え
、
振
る
舞

い
、
感
情
を

出
し
、
身
体

が
反
応
す
る

か
と
い
う
一

連
の
プ
ロ
セ

ス
を
、過
去
の
経
験
か
ら
誰
も
が
持
っ
て
い
る
「
く

せ
（
習
慣
）」
に
よ
る
働
き
と
捉
え
ま
す
。
こ
れ
を

応
用
し
、
睡
眠
障
害
に
影
響
を
与
え
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
「
く
せ
」
を
変
え
る
こ
と
で
睡
眠
改
善

に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
の
視
点
で
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
「
く
せ
」
を
変
え
る
サ
ポ
ー
ト

を
す
る
た
め
に
最
近
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、メ
ー

ル
配
信
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
睡
眠
問
題
で
悩
み

を
抱
え
る
方
々
に
、
睡
眠
改
善
の
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
週
に
一
度
メ
ー
ル
で
配
信
し
ま
す
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
、
心
配
ご
と
へ
の

対
処
法
、
適
切
な
就
床
ー
起
床
時
刻
の
設
定
な
ど

が
含
ま
れ
ま
す
。
参
加
者
は
そ
の
内
容
を
1
週
間

実
践
し
、
同
時
に
睡
眠
記
録
も
取
っ
て
い
き
ま
す
。

効
果
を
実
感
し
な
が
ら
、
参
加
者
が
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
継
続
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
実
際
に
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
8
週
間
に
渡
っ
て
実
践
し
た
人
は
、

不
眠
症
状
が
改
善
し
た
だ
け
で
な
く
、
抑
う
つ
症

状
や
ス
ト
レ
ス
症
状
も
軽
減
し
た
と
い
う
結
果
が

出
ま
し
た
。

睡
眠
改
善
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
人
が
よ
り

ハ
ッ
ピ
ー
な
人
生
を
送
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
手
伝

い
を
し
て
い
き
た
い
、
こ
れ
が
研
究
に
対
す
る
わ

た
し
の
想
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
「
ち
ゃ
ん
と

効
く
モ
ノ
を
ち
ゃ
ん
と
効
く
人
へ
」
届
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
そ
の
使
命
感
を
胸
に
日
々
の
研
究

に
励
ん
で
い
ま
す
。

睡
眠
研
究
の
面
白
さ
の
原
点
は
、
自
分
が
寝
て

い
た
か
ど
う
か
は
目
が
覚
め
た
と
き
に
し
か
判
断

で
き
な
い
点
に
あ
り
ま
す
。
睡
眠
状
態
を
適
切
に

と
ら
え
る
た
め
に
は
、
そ
の
人
自
身
に
よ
る
自
己

評
価
で
は
難
し
く
、
脳
波
測
定
な
ど
客
観
的
な
評

価
が
必
要
で
す
。
一
方
で
、
自
己
評
価
と
客
観
的

な
評
価
に
は
ズ
レ
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
は
、不
眠
症
の
人
は
「
よ
く
眠
れ
な
か
っ

た
」
と
自
分
の
睡
眠
を
過
小
評
価
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
反
対
に
睡
眠
不
足
の
人
や
睡
眠
時
無

呼
吸
症
候
群
の
人
は
「
自
分
は
き
ち
ん
と
眠
れ
て

い
る
」
と
睡
眠
を
過
大
評
価
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

客
観
的
な
評
価
か
ら
き
ち
ん
と
眠
れ
て
い
る
と
判

定
さ
れ
て
も
、
本
人
の
睡
眠
満
足
度
は
高
く
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
評
価
の
ズ
レ
が

睡
眠
研
究
の
難
し
さ
で
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
人
に
合
わ
せ
た
睡
眠
改
善
の
た

め
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
考

え
る
こ
と
が

最
も
重
要
な

の
は
周
知
の

こ
と
で
す

が
、
そ
の
効

果
測
定
は
非

常
に
難
度
が

高
く
や
す
や

す
と
は
い
き
ま
せ

ん
。
で
す
が
、
高

い
壁
だ
か
ら
こ
そ

挑
戦
し
が
い
が
あ

り
ま
す
し
、
睡
眠

の
研
究
は
と
に
か

く
面
白
い
！
全
部

が
面
白
い
！
の
で

す
。睡

眠
研
究
が
扱
う
分
野
は
、
ム
シ
や
動
物
を
対
象

に
し
た
基
礎
研
究
か
ら
応
用
研
究
ま
で
幅
広
く
存
在

し
ま
す
。
最
近
で
は
、
冬
眠
（
正
確
に
は
休
眠
）
を

司
る
脳
内
物
質
が
発
見
さ
れ
、
冬
眠
し
な
い
は
ず
の

マ
ウ
ス
を
冬
眠
（
休
眠
）
状
態
に
で
き
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
他
に
も
、
睡
眠
負
債
が
溜
ま
る
と
痛

み
を
強
く
感
じ
や
す
く
な
る
こ
と
や
、
不
眠
症
が
改

善
す
る
と
う
つ
病
も
良
く
な
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ハ
ッ
ピ
ー
な
人
生
を
送
る
た
め

の
立
役
者
が
「
睡
眠
」
で
あ
る
と
い
う
事
実
！
も
う

ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
り
ま
せ
ん
（
笑
）

研
究
や
ア
イ
デ
ア
や
ひ
ら
め
き
は
、
自
分
の
中

に
大
事
に
し
ま
っ
て
お
く
物
で
は
な
く
、
成
果
を

論
文
と
い
う
形
に
し
て
外
の
世
界
に
発
表
す
る
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
形
に

し
て
発
表
す
れ
ば
、
多
く
の
人
の
目
に
と
ま
り
、

そ
れ
が
次
の
ア
イ
デ
ア
や
ひ
ら
め
き
の
材
料
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
ら
が
繋
が
っ
て
次
の
新
し
い
発
見

が
生
ま
れ
て
、
世
界
中
の
人
々
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

睡眠行動科学としての取り組み

メール配信型プログラムに関する研究論文

夏
場
は
就
寝
時
に
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
タ
イ

マ
ー
を
セ
ッ
ト
し
て
眠
る
人
が
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
タ
イ
マ
ー
が
切
れ
た
ら
と
た
ん
に

寝
苦
し
く
な
り
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
は
日
中
に

た
ま
っ
た
部
屋
の
「
余
熱
」
が
原
因
で
す
。

寝
る
2
時
間
ほ
ど
前
か
ら
エ
ア
コ
ン
と
扇
風

機
を
使
っ
て
、
寝
室
の
余
熱
を
取
り
除
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
最
近
の
研
究
で
は
物
理
的

に
「
頭
を
冷
や
す
こ
と
」
も
快
適
な
睡
眠
に

効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
氷
枕
や

水
枕
を
使
っ
て
後
頭
部
を

冷
や
す
と
寝
つ
き
や
す
く

な
り
ま
す
。

寝
苦
し
い
夏
の
夜
…

快
適
な
睡
眠
を
と
る
コ
ツ
は

　余
熱

　

に
あ
っ
た

“

“

岡島先生に聞いてみました

●あんこ ： 粒あん派　　こしあん派

●フライドポテト ： 細い派　　太い派　　

●定番朝ごはん：ごはん、みそ汁、納豆、卵焼き、焼き魚

● 座右の銘：楽しいことも、辛いことも、すべての経験が  
                           その人の魅力となる。

「
睡
眠
」
と
の
出
会
い
は
偶
然

二
つ
返
事
で
飛
び
込
ん
だ
世
界
に
魅
了
さ
れ

研
究
テ
ー
マ

睡
眠
を
臨
床
心
理
学
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

不
眠
症
改
善
の
ほ
か
、
抑
う
つ
症
状
の
軽
減
も

研
究
内
容

ハ
ッ
ピ
ー
な
人
生
の
立
役
者
で
あ
る

睡
眠
の
研
究
は
全
部
が
面
白
い
！

研
究
の
奥
深
さ

論
文
が
多
く
の
人
の
目
に
と
ま
れ
ば

次
の
ア
イ
デ
ア
や
ひ
ら
め
き
に

研
究
モ
ッ
ト
ー
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春期研修 （オンライン）レポート

Make a Difference Program
オーストラリア・ウェスタンシドニー大学
栄養＆英語研修
　新型コロナウイルス感染症拡大のため2019年度から中止となっていたオーストラリア・ウェスタンシドニー大学
栄養＆英語研修ですが、渡航ができなくても、ウェスタンシドニー大学の先生や学生と一緒に学びたい！という声を
受け、2021年度は2月14日～3月4日の3週間、オンラインで研修を実施し、16名の学生が参加しました。

　2021年度は2月14日～2月25日に英語集中コースとGlobal Challenge（異文化理解）コースの2つのコースでオン
ライン研修を実施し、6名が参加しました。3回目となる今年度は夏期研修として実施します。

体験記
栄養学科栄養学専攻2年　Ｋ.A. さん

　私がウェスタンシドニー大学栄養＆英語研修に興味を
持った理由は、大学で留学を経験したいと思っていたこと
に加え、オンラインなら経費も少し抑えられるし、気軽に
参加できると思ったからです。また、栄養学科の学生として、
他国の栄養について学べるというところにも惹かれました。
　実際に申し込み、参加できると決まった時や、オリエン
テーションが行われている間、直後はワクワクでいっぱい
でした。しかし、段々とオンライン留学の日が近づいてく
るごとに不安が大きくなっていき、私なんかが全部英語の
授業を受けられるのだろうか、と思っていました。英語の
学部に所属しているわけではないし、英語が自分の強みで
あると言えるほど得意ではなかったからです。しかし始まっ
てみると、片言でも、英語でコミュニケーションを取るこ
とが楽しくて、「留学」の時間が楽しみになっていました。
これは、先生方が、私の言おうとしていることを理解しよ
うとしてくれたり、伝えられなくても励ましてくれたりし

てくれたことが大きかったと思います。
　EAP（English for Academic Purpose、英語コース）
クラスで取り扱った内容は初歩的なものでしたが、説明が
英語になるだけで一気に難しく感じました。言語の違いは
とても大きなものだと思いました。また、EAP1クラス（易
しいレベル）だったということもあり、あまり他の国の方
と交流できなかったので、自分の英語のスキルがもう少し
高かったら、異国の文化にもっと触れることが出来たのか
なと思いました。
　栄養研修では、自主的に発言する方がたくさんいて、刺
激を受けました。ディスカッションの内容が難しいことも
あったけれど、この研修に参加していなかったら英語で考
えることがなかった内容だったので、とても貴重な経験に
なりました。
　現地に行くことは出来ませんでしたが、自分が思ってい
たよりもたくさんの収穫があった 3 週間でした。この経験
を大事にして、これからの英語や栄養の勉強に活かしてい
きたいです。そして何より、渡航をして現地の雰囲気を味
わいに行ける日が来ることを願っています。

◆8月2日～4日　TKU SDGs セミナーシリーズ
　毎回、選択されたSDGsターゲットをテーマにして、ゲストや本学の大学生や
　附属高校の仲間と共に学び、考えていく3日間のセミナーです。
◆9月5日～8日　Summer Pops!
　外国の文化（映画、音楽、アートなど）について英語で学ぶ、集中講座です。
◆10月下旬　インターナショナルカフェ
　本学留学生の国の文化について教えてもらいながら交流するイベントです。

◆11月下旬　国際料理教室
　本学留学生に母国の料理を紹介してもらい、一緒に調理・試食をするイベントです。
◆12月中旬　イヤーエンドパーティー
　本学留学生・教職員・学生が参加してプレゼント交換やゲームをして楽しみます。
◆2月初旬　 海外を経験した卒業生と交流しよう！ウィーク
　留学や就労など海外での経験を持つ卒業生は卒業後どのようなキャリアに進ん
　でいるのかを聞いてみましょう！
◆2月～3月　海外研修再開（予定）
　今後の状況によりますが、徐々に海外研修を再開していく予定です。

英語コミュニケーション学科　3年 F.A. さん
　この研修への参加は「せっかく英語を学んでいるな
ら実際に使ってみる経験を」とグローバル教育センター
の職員の方の勧めで決めました。最初は SDGｓを英語
で学ぶなんて難しいのではないかと不安でしたが、勇気
を出して参加して本当に良かったと思います。この研修
を通して、語彙や文法、SDGｓの知識はもちろん増え
ましたが、英会話のコツをつかめたことが一番の学び
だったと思います。研修前は言いたいことを英語でどう
伝えていいのかわからない時に言葉が詰まってしまうこ
とが多くありました。しかし、研修を通し自分が使える
単語を使って話すことや会話中に理解できなかった時
に、情報を引き出すテクニックがつかめてきました。そ
して、今後なにをどのように学んでいけばいいのかがよ
り鮮明にわかってきました。この研修で得た気付きを今
後の英語学習に生かしていきたいです。

体験記 マッセイ大学
Global Challengeコース

児童教育学科　3年M.M. さん
　今回の研修に参加して気づいたことは、まず発信す
ることの大切さです。研修の初日に、担任の先生が「声
を出して理解を示しなさい」というお話をしてくださ
いました。また、授業の様子から、自分から手を挙げ
て話そうとしないと英語を使う機会は格段に少なくな
るということを感じました。このような授業の環境や
雰囲気から、積極性が求められるということが分かり
ました。私は研修前に１日３個以上学んだことを振り
返るという目標を掲げました。そうすることで、新し
い英語表現や語彙を確実に身につけることができまし
た。何かしらの目標をもつことで、研修を受ける意味
を見失わずに済むと考えます。今回の研修で学んだ発
信力や目標を持つことの大切さを生かして、今年度の
春に予定されている留学に向けてこれからも英語学習
に力を入れていきたいです。

体験記 ワイカト大学
英語集中コース

今後のイベント情報（予定） 詳細はmanaba や ポータル等で随時お知らせしますので、楽しみにしていてください！
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東京家政大学グローバル教育センター
春期研修 （オンライン）レポート

Make a Difference Program
オーストラリア・ウェスタンシドニー大学
栄養＆英語研修
　新型コロナウイルス感染症拡大のため2019年度から中止となっていたオーストラリア・ウェスタンシドニー大学
栄養＆英語研修ですが、渡航ができなくても、ウェスタンシドニー大学の先生や学生と一緒に学びたい！という声を
受け、2021年度は2月14日～3月4日の3週間、オンラインで研修を実施し、16名の学生が参加しました。

　2021年度は2月14日～2月25日に英語集中コースとGlobal Challenge（異文化理解）コースの2つのコースでオン
ライン研修を実施し、6名が参加しました。3回目となる今年度は夏期研修として実施します。

体験記
栄養学科栄養学専攻2年　Ｋ.A. さん

　私がウェスタンシドニー大学栄養＆英語研修に興味を
持った理由は、大学で留学を経験したいと思っていたこと
に加え、オンラインなら経費も少し抑えられるし、気軽に
参加できると思ったからです。また、栄養学科の学生として、
他国の栄養について学べるというところにも惹かれました。
　実際に申し込み、参加できると決まった時や、オリエン
テーションが行われている間、直後はワクワクでいっぱい
でした。しかし、段々とオンライン留学の日が近づいてく
るごとに不安が大きくなっていき、私なんかが全部英語の
授業を受けられるのだろうか、と思っていました。英語の
学部に所属しているわけではないし、英語が自分の強みで
あると言えるほど得意ではなかったからです。しかし始まっ
てみると、片言でも、英語でコミュニケーションを取るこ
とが楽しくて、「留学」の時間が楽しみになっていました。
これは、先生方が、私の言おうとしていることを理解しよ
うとしてくれたり、伝えられなくても励ましてくれたりし

てくれたことが大きかったと思います。
　EAP（English for Academic Purpose、英語コース）
クラスで取り扱った内容は初歩的なものでしたが、説明が
英語になるだけで一気に難しく感じました。言語の違いは
とても大きなものだと思いました。また、EAP1クラス（易
しいレベル）だったということもあり、あまり他の国の方
と交流できなかったので、自分の英語のスキルがもう少し
高かったら、異国の文化にもっと触れることが出来たのか
なと思いました。
　栄養研修では、自主的に発言する方がたくさんいて、刺
激を受けました。ディスカッションの内容が難しいことも
あったけれど、この研修に参加していなかったら英語で考
えることがなかった内容だったので、とても貴重な経験に
なりました。
　現地に行くことは出来ませんでしたが、自分が思ってい
たよりもたくさんの収穫があった 3 週間でした。この経験
を大事にして、これからの英語や栄養の勉強に活かしてい
きたいです。そして何より、渡航をして現地の雰囲気を味
わいに行ける日が来ることを願っています。

◆8月2日～4日　TKU SDGs セミナーシリーズ
　毎回、選択されたSDGsターゲットをテーマにして、ゲストや本学の大学生や
　附属高校の仲間と共に学び、考えていく3日間のセミナーです。
◆9月5日～8日　Summer Pops!
　外国の文化（映画、音楽、アートなど）について英語で学ぶ、集中講座です。
◆10月下旬　インターナショナルカフェ
　本学留学生の国の文化について教えてもらいながら交流するイベントです。

◆11月下旬　国際料理教室
　本学留学生に母国の料理を紹介してもらい、一緒に調理・試食をするイベントです。
◆12月中旬　イヤーエンドパーティー
　本学留学生・教職員・学生が参加してプレゼント交換やゲームをして楽しみます。
◆2月初旬　 海外を経験した卒業生と交流しよう！ウィーク
　留学や就労など海外での経験を持つ卒業生は卒業後どのようなキャリアに進ん
　でいるのかを聞いてみましょう！
◆2月～3月　海外研修再開（予定）
　今後の状況によりますが、徐々に海外研修を再開していく予定です。

英語コミュニケーション学科　3年 F.A. さん
　この研修への参加は「せっかく英語を学んでいるな
ら実際に使ってみる経験を」とグローバル教育センター
の職員の方の勧めで決めました。最初は SDGｓを英語
で学ぶなんて難しいのではないかと不安でしたが、勇気
を出して参加して本当に良かったと思います。この研修
を通して、語彙や文法、SDGｓの知識はもちろん増え
ましたが、英会話のコツをつかめたことが一番の学び
だったと思います。研修前は言いたいことを英語でどう
伝えていいのかわからない時に言葉が詰まってしまうこ
とが多くありました。しかし、研修を通し自分が使える
単語を使って話すことや会話中に理解できなかった時
に、情報を引き出すテクニックがつかめてきました。そ
して、今後なにをどのように学んでいけばいいのかがよ
り鮮明にわかってきました。この研修で得た気付きを今
後の英語学習に生かしていきたいです。

体験記 マッセイ大学
Global Challengeコース

児童教育学科　3年M.M. さん
　今回の研修に参加して気づいたことは、まず発信す
ることの大切さです。研修の初日に、担任の先生が「声
を出して理解を示しなさい」というお話をしてくださ
いました。また、授業の様子から、自分から手を挙げ
て話そうとしないと英語を使う機会は格段に少なくな
るということを感じました。このような授業の環境や
雰囲気から、積極性が求められるということが分かり
ました。私は研修前に１日３個以上学んだことを振り
返るという目標を掲げました。そうすることで、新し
い英語表現や語彙を確実に身につけることができまし
た。何かしらの目標をもつことで、研修を受ける意味
を見失わずに済むと考えます。今回の研修で学んだ発
信力や目標を持つことの大切さを生かして、今年度の
春に予定されている留学に向けてこれからも英語学習
に力を入れていきたいです。

体験記 ワイカト大学
英語集中コース

今後のイベント情報（予定） 詳細はmanaba や ポータル等で随時お知らせしますので、楽しみにしていてください！
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中学校　マナー講座

高校　球技大会　4/28（木） 於グラウンド

中学校　５月の生活

挨拶や心遣いなどの大切さを学ぶことで、学校生活・社会生活を円滑に送れるようにするために中学では毎年マナー講座を実施
しています。また、本学園の教育理念である「愛情・勤勉・聡明」のうち「愛情・聡明」を育てることにも役立っています。
下記の表のように、年2回で合計6回の講座を実施しています。

今年は第１回目を4月11日(月)に受講しました。
第2回は9月6日(火)中学1年生・2年生、9月13日(火)に中学3年生が受講予定です。

中学1年生

中学２年生

中学３年生

第１回（４月）
①日常生活のエチケット
②マナーの基本
③挨拶から広がる新しい世界
④表情訓練

第２回（９月）
①言葉遣い
②学校の代表としての第一印象向上
③基本動作

第１回（４月）
①マナーとエチケット
②身だしなみチェックリスト
③電話用語

第２回（９月）
①言葉遣い
②敬語
③言葉遣いトレーニング

第１回（４月）
①マナーの基本再確認
②後輩の見本となる身だしなみ

第２回（９月）
①身だしなみ　態度
②修学旅行で気を付けたいマナーと
　エチケット
③マナーの基本最終確認

4月28日(木)に高校球技大会をグラウンドで実施しました。例年は1時限から6時限まで3学年が同時に、バスケットボール、
バレーボール、ドッヂボールの3種目を体育館とグラウンドを使って行っていました。しかし今年度はコロナ禍のため、1・2時
限が高校2年生、3・4時限が高校3年生、5・6時限が高校1年生と学年ごとにグラウンドでの実施としました。また、種目も
ドッヂボール1種目に絞り、短時間でできるようにしました。
グラウンドには3面のドッヂボールコートをつくり、クラス対抗で予選リーグ、決勝
トーナメントを行いました。試合前にクラスごとに円陣を組んで士気を高めるなど、各
クラス大変盛り上がり、クラスの団結も深まりました。また、高校3年生は優勝クラス
が大澤校長先生も参加の教員チームとの対戦を行いました。対戦をしたクラスと応援を
している生徒が一体となり、大変盛り上がりました。
さらに、閉会式では生徒会本部会生徒、体育委員、ソフトボール部、ソフトテニス部
が会場準備、当日の運営、審判をしてくれたことに対して、他の全生徒から感謝の意味
を込めて拍手が起こりました。心地よい穏やかな天気の中、元気いっぱいドッヂボール
を楽しむことができ、生徒たちの心も育った1日となりました。

家政ビオトープ
自然と触れ合い、環境について学べる豊かな空間

むさしのの木立もふかく…と校歌に歌われるほど緑豊かな
家政のキャンパス。約2000本の樹木、200種類以上の野草が
繁茂し、恵まれた環境が、野鳥や昆虫、その他多くの小動物の
集う場となっています。そのキャンパスの中心にあるのが
「家政ビオトープ」です。

「家政ビオトープ」の歴史
「家政ビオトープ」は2000年、新校舎の建設にともなってつ

くられました。資材置き場だった広さ500㎡程の中庭を「家政

ビオトープ」と名づけ、当時の校長、事務長、教職員有志が整備

を始めました。池や観察路などが整備されていく中、参加者も

増え、2007年に「園芸ビオトープ同好会」が発足。この頃に

は、環境整備や観察・調査だけでなく、観察会の開催や外部の

発表会やコンクールへの参加など、活動の幅が大きく広がりま

した。そして、2011年には「ビオトープ委員会」が発足し、同好

会の活動を引き継ぐ形で現在に至ります。隔年開催の「全国学

校・園庭ビオトープコンクール」では、これまでに日本生態系協

会賞を4度受賞。女子校の受賞は全国でも本校だけで、その活

動は高く評価されてきました。

「家政ビオトープ」の現在
コロナ禍の2年間、活動制限もあり、環境整備や観察・調査な

どが十分にできず、コンクールへの参加も断念しましたが、この

3月には、ビオトープ委員会のライフワークであるアズマヒキガ

エルの調査を行うことができました。この調査では、毎年2月下

旬から3月にかけて産卵のためにビオトープ池に入る多数のカッ

プルを一時捕獲し、体重や体長などを測定するものです。その

際、お腹の模様を確認するために写真を撮影します。今年は50

匹以上のカエルを捕獲しましたが、撮影した38枚の写真を過去

のものと比べてみたところ、なんと4匹のお腹の模様が一致しま

した。

生き物は苦手という方もいらっしゃるかもしれませんが、「家

政ビオトープ」では、一年を通じて様々な草花が目を楽しませて

くれます。春から夏にかけての時期は、春先に白い可憐な花を咲

かせる板橋区の花であるニリンソウ、初夏に池一杯に広がる睡

蓮、観察路の入り口を彩るホタルブクロなどが見られます。ぜひ

一度「家政ビオトープ」へいらしてください。

覗きに
きませんか？

5月18日・19日、千葉県にて校外学習「5月の生活」を実施しました。　
1日目は、マザー牧場デイキャンプ場にて飯盒炊爨、カレーライス作りです。薪で火
をおこし、飯盒を使ってご飯を炊くなど、すべてが初めての経験でしたが班のメンバー
で協力しながら、美味しいカレーライスが完成しました。午後には校祖渡邉辰五郎先生
の所縁の地である長南町へ移動し、史跡の見学へ。辰五郎先生の教え子が建立した碑が
ある長福寿寺や、辰五郎先生が教員をしていた旧長南学校跡と生家跡をめぐりました。
2日目は、大山千枚田で田植え体験です。普段食べているお米がどのようにして作ら
れているのか、その一端を知ることができました。田植えの大変さを経験し、農家の
方々への感謝や毎日食べているお米や食べ物の大切さをより実感しました。また、地域
の方に教えていただきながら、藍染めやわら細工体験も行いました。
たくさんの体験活動を通して、自然への感謝、もの作りの大変さと楽しさ、仲間と協
力する大切さなど、多くの気づきと学びを得ることができました。

1年生　千葉校外学習

「ネットよりも自分で見て、話を聞いて、理解できたことや分かったことがたくさん
ありました」「1日目の鎌倉は道がわからなくなったり、バスの時間が間違っていたり
して少し大変でした。ですが、町の人に聞くと優しく教えてくださってとてもうれし
かったです」
これは中2学年が5月におこなった鎌倉・三浦半島1泊2日の宿泊行事を通しての、生
徒の感想の一部です。こうした生徒の振り返りの言葉一つ一つを見ると、成功したこと
も少し反省が残ったこともひっくるめて、皆で宿泊を伴う校外行事ができて本当に良
かったと感じます。小6からコロナ禍を経験してきた子どもたちは、マナーや体調管理
に気を配りながら、自分たちなりに懸命に、楽しんで過ごしていました。ご家庭では、
まずは元気に出発ができるようにと気を揉まれたことでしょう。多くの方に支えられ、
中2学年初めての宿泊行事「5月の生活」は実りある2日間になりました。　

２年生　鎌倉探訪

附属女子中学校・高等学校
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生き物は苦手という方もいらっしゃるかもしれませんが、「家

政ビオトープ」では、一年を通じて様々な草花が目を楽しませて

くれます。春から夏にかけての時期は、春先に白い可憐な花を咲

かせる板橋区の花であるニリンソウ、初夏に池一杯に広がる睡

蓮、観察路の入り口を彩るホタルブクロなどが見られます。ぜひ

一度「家政ビオトープ」へいらしてください。

覗きに
きませんか？

5月18日・19日、千葉県にて校外学習「5月の生活」を実施しました。　
1日目は、マザー牧場デイキャンプ場にて飯盒炊爨、カレーライス作りです。薪で火
をおこし、飯盒を使ってご飯を炊くなど、すべてが初めての経験でしたが班のメンバー
で協力しながら、美味しいカレーライスが完成しました。午後には校祖渡邉辰五郎先生
の所縁の地である長南町へ移動し、史跡の見学へ。辰五郎先生の教え子が建立した碑が
ある長福寿寺や、辰五郎先生が教員をしていた旧長南学校跡と生家跡をめぐりました。
2日目は、大山千枚田で田植え体験です。普段食べているお米がどのようにして作ら
れているのか、その一端を知ることができました。田植えの大変さを経験し、農家の
方々への感謝や毎日食べているお米や食べ物の大切さをより実感しました。また、地域
の方に教えていただきながら、藍染めやわら細工体験も行いました。
たくさんの体験活動を通して、自然への感謝、もの作りの大変さと楽しさ、仲間と協
力する大切さなど、多くの気づきと学びを得ることができました。

1年生　千葉校外学習

「ネットよりも自分で見て、話を聞いて、理解できたことや分かったことがたくさん
ありました」「1日目の鎌倉は道がわからなくなったり、バスの時間が間違っていたり
して少し大変でした。ですが、町の人に聞くと優しく教えてくださってとてもうれし
かったです」
これは中2学年が5月におこなった鎌倉・三浦半島1泊2日の宿泊行事を通しての、生
徒の感想の一部です。こうした生徒の振り返りの言葉一つ一つを見ると、成功したこと
も少し反省が残ったこともひっくるめて、皆で宿泊を伴う校外行事ができて本当に良
かったと感じます。小6からコロナ禍を経験してきた子どもたちは、マナーや体調管理
に気を配りながら、自分たちなりに懸命に、楽しんで過ごしていました。ご家庭では、
まずは元気に出発ができるようにと気を揉まれたことでしょう。多くの方に支えられ、
中2学年初めての宿泊行事「5月の生活」は実りある2日間になりました。　

２年生　鎌倉探訪

附属女子中学校・高等学校
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申込制

東京家政大学について
「もっと知りたい」という方は、是非オープンキャンパスにご参加ください。

★2023年 4月開設予定　　　☆2023年 4月、子ども学部を子ども支援学部へ名称変更予定★2023年 4月開設予定　　　☆2023年 4月、子ども学部を子ども支援学部へ名称変更予定

東京家政大学・東京家政大学短期大学部

オープンキャンパス
2022

10/2（日）

7/10（日） 8/7（日）

12/4（日）

板橋キャンパス
（児童学部★・栄養学部・家政学部・人文学部・短大）

狭山キャンパス
（健康科学部・子ども支援学部☆）

※日程は変更・中止の可能性があります。
※日程により開催内容の変更、参加者の制限を行う場合があります。
※学科により開催時間が異なる場合があります。詳細は必ずホームページをご確認ください。

8/21（日）

7/24（日）

10/1（土）

※詳細はホームページで発表します。

申込制

●板橋・狭山キャンパスで実施予定です
●大学の授業を体験！60分授業を 2時限受講できます
●大学13学科と短大 2科から関心のある学科を
　選んでください

（2023年3月実施予定）（2023年3月実施予定）

東京家政大学の授業を受けてみよう

体験入学体験入学

東京家政大学ホームページより
お申込みください。 https://www.tokyo-kasei.ac.jp申し込み方法

東京家政大学　アドミッションセンター
TEL：03-3961-5228（直通）　　　nyushi@tokyo-kasei.ac.jp

お問い合わせ

● 大学概要・入試説明
● 学科＆入試説明

● 個別相談
● 模擬授業

● キャンパスツアー
● 受験対策講座　　      など

2023 AO入試情報 ※出願の際はホームページより必ず入学試験要項をご確認ください。

東京家政大学・東京家政大学短期大学部ではさまざま入試方法を導入しています。

渡邉辰五郎（自主自律）AO入試とは、高等学校校長の推薦による学
校推薦型選抜やペーパーテストの点数による一般選抜とは違い、受
験者と本学との相性を確認するAO型入試です。「東京家政大学の建
学の精神や校風をどのくらい理解しているのか」、「志望する学科・
科・専攻でどんなことを学び、学んだことを将来どう生かしていきたい
か」など、受験者の夢ややる気を発掘し、これからにつなげます。

内容
❶日本の高等学校もしくは中等教育学校を2023年3月卒業見込み
の女子
❷本学の建学の精神「自主自律」の理念を理解・賛同し、リーダー
シップが発揮できる者
❸本学及び志望学科・科・専攻を第一志望（専願）とする者
❹高等学校3年1学期までの全体の学修成績の状況が下記の各学
科・科の基準を満たしている者（2期制の学校については、出願時
段階での学習成績とする）

※栄養学科、管理栄養学科、看護学科は3.5以上。他の学科・科は3.0以上。

エントリー資格

大学：全学科（造形表現学科を除く）　　短大：全科

実施学科・科

下記日程のオープンキャンパスまたは
渡邉辰五郎（自主自律）AO入試説明会に参加

●オープンキャンパス

●渡邉辰五郎（自主自律）AO入試説明会

板橋 児童★・栄養・家政・人文・短期大学部
日程：7/10（日）、8/7（日）

狭山 健康科学・子ども支援☆

日程：7/24（日）、8/21（日）

日程：8/20（土）
日程や内容等詳細は変更の可能性があります。
必ずホームページで詳細をご確認ください。

日時：9/25（日）
場所：板橋キャンパス
内容：①文章による自己表現
　　  ②プレースメントテスト
　　　 （国数英の基礎学力を問う問題）

1
郵送通知　9/30（金）

郵送通知　10/13（木）

出願期間　10/14（金）～10/19（水）

Web発表　11/1（火）

●この段階で検定料を納入
●出願書類を郵送

4

大学2次審査は1次審査合格者のみ学科別に実施します
日時：10/9（日）
場所：板橋キャンパス（児童★、栄養、家政、人文、短期大学部）
　　 狭山キャンパス（健康科学、子ども支援☆）
内容：［大学］学科ごとの課題　［短期大学部］面接

5

6

7

8

入学手続締切　11/8（火）

9

2

3

9/1（木）～ 9/10（土）郵送必着
9/1（木）～ 9/22（木）郵送必着

大学
短大

渡邉辰五郎（自主自律）AO入試

開催内容

8/20（土）

渡邉辰五郎（自主自律）AO入試説明会

※板橋キャンパスにて実施。
　全学部（造形表現学科を除く）・短期大学部対象

造形表現学科では、独自（別日程）でも
オープンキャンパスを実施（板橋キャンパス）

9/4（日） 11/6（日） 12/17（土）

学科説明・模擬授業受講 大学1次結果通知

大学2次審査・短大1次審査

結果通知

出願

合否発表

入学手続締切

1次審査エントリー

大学1次審査

造形表現学科を目指す人へ
造形表現学科
基礎講座 ｢1・2年生向け美術入門｣

造形表現学科
実技講座 ｢受験生のための造形学校｣

●美術の経験が少ない方、初めての方、美術を楽
しんでみたい方、挑戦してみたい方のための講
座です

●造形表現学科を自己推薦型AO入試や一般選抜
の実技試験（デッサン）でチャレンジしてみよ
うと思っている方に実技指導を行います
●自己推薦型AO入試を受ける場合は「受験生の
ための造形学校」を必ず受講してください※詳細は東京家政大学ホームページから造形表現学科のページをご確認ください

※管理栄養学科、心理カウンセリング学科以外は選抜
の評価には使わず、入学前準備教育のコース分けに
使用します。
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申込制

東京家政大学について
「もっと知りたい」という方は、是非オープンキャンパスにご参加ください。

★2023年 4月開設予定　　　☆2023年 4月、子ども学部を子ども支援学部へ名称変更予定★2023年 4月開設予定　　　☆2023年 4月、子ども学部を子ども支援学部へ名称変更予定

東京家政大学・東京家政大学短期大学部

オープンキャンパス
2022

（日）

（日） （日）

（日）

板橋キャンパス
（児童学部★・栄養学部・家政学部・人文学部・短大）

狭山キャンパス
（健康科学部・子ども支援学部☆）

※日程は変更・中止の可能性があります。
※日程により開催内容の変更、参加者の制限を行う場合があります。
※学科により開催時間が異なる場合があります。詳細は必ずホームページをご確認ください。

（日）

（日）

（土）

※詳細はホームページで発表します。

申込制

●板橋・狭山キャンパスで実施予定です
●大学の授業を体験！60分授業を 2時限受講できます
●大学13学科と短大 2科から関心のある学科を
　選んでください

（2023年3月実施予定）（2023年3月実施予定）

東京家政大学の授業を受けてみよう

体験入学体験入学

東京家政大学ホームページより
お申込みください。

申し込み方法
東京家政大学　アドミッションセンター
TEL：03-3961-5228（直通）　　　nyushi@tokyo-kasei.ac.jp

お問い合わせ

● 大学概要・入試説明
● 学科＆入試説明

● 個別相談
● 模擬授業

● キャンパスツアー
● 受験対策講座　　      など

2023 AO入試情報 ※出願の際はホームページより必ず入学試験要項をご確認ください。

東京家政大学・東京家政大学短期大学部ではさまざま入試方法を導入しています。

渡邉辰五郎（自主自律）AO入試とは、高等学校校長の推薦による学
校推薦型選抜やペーパーテストの点数による一般選抜とは違い、受
験者と本学との相性を確認するAO型入試です。「東京家政大学の建
学の精神や校風をどのくらい理解しているのか」、「志望する学科・
科・専攻でどんなことを学び、学んだことを将来どう生かしていきたい
か」など、受験者の夢ややる気を発掘し、これからにつなげます。

内容
❶日本の高等学校もしくは中等教育学校を2023年3月卒業見込み
の女子
❷本学の建学の精神「自主自律」の理念を理解・賛同し、リーダー
シップが発揮できる者
❸本学及び志望学科・科・専攻を第一志望（専願）とする者
❹高等学校3年1学期までの全体の学修成績の状況が下記の各学
科・科の基準を満たしている者（2期制の学校については、出願時
段階での学習成績とする）

※栄養学科、管理栄養学科、看護学科は3.5以上。他の学科・科は3.0以上。

エントリー資格

大学：全学科（造形表現学科を除く）　　短大：全科

実施学科・科

下記日程のオープンキャンパスまたは
渡邉辰五郎（自主自律）AO入試説明会に参加

●オープンキャンパス

●渡邉辰五郎（自主自律）AO入試説明会

板橋 児童★・栄養・家政・人文・短期大学部
日程：7/10（日）、8/7（日）

狭山 健康科学・子ども支援☆

日程：7/24（日）、8/21（日）

日程：8/20（土）
日程や内容等詳細は変更の可能性があります。
必ずホームページで詳細をご確認ください。

日時：9/25（日）
場所：板橋キャンパス
内容：①文章による自己表現
　　  ②プレースメントテスト
　　　 （国数英の基礎学力を問う問題）

1
郵送通知　9/30（金）

郵送通知　10/13（木）

出願期間　10/14（金）～10/19（水）

Web発表　11/1（火）

●この段階で検定料を納入
●出願書類を郵送

4

大学2次審査は1次審査合格者のみ学科別に実施します
日時：10/9（日）
場所：板橋キャンパス（児童★、栄養、家政、人文、短期大学部）
　　 狭山キャンパス（健康科学、子ども支援☆）
内容：［大学］学科ごとの課題　［短期大学部］面接

5

6

7

8

入学手続締切　11/8（火）

9

2

3

9/1（木）～ 9/10（土）郵送必着
9/1（木）～ 9/22（木）郵送必着

大学
短大

渡邉辰五郎（自主自律）AO入試

開催内容

（土）

渡邉辰五郎（自主自律）AO入試説明会

※板橋キャンパスにて実施。
　全学部（造形表現学科を除く）・短期大学部対象

造形表現学科では、独自（別日程）でも
オープンキャンパスを実施（板橋キャンパス）

（日） （日） （土）

学科説明・模擬授業受講 大学1次結果通知

大学2次審査・短大1次審査

結果通知

出願

合否発表

入学手続締切

1次審査エントリー

大学1次審査

造形表現学科を目指す人へ
造形表現学科
基礎講座 ｢1・2年生向け美術入門｣

造形表現学科
実技講座 ｢受験生のための造形学校｣

●美術の経験が少ない方、初めての方、美術を楽
しんでみたい方、挑戦してみたい方のための講
座です

●造形表現学科を自己推薦型AO入試や一般選抜
の実技試験（デッサン）でチャレンジしてみよ
うと思っている方に実技指導を行います

●自己推薦型AO入試を受ける場合は「受験生の
ための造形学校」を必ず受講してください※詳細は東京家政大学ホームページから造形表現学科のページをご確認ください

※管理栄養学科、心理カウンセリング学科以外は選抜
の評価には使わず、入学前準備教育のコース分けに
使用します。
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成績優良者5名と小西 栄養学部長・澤田 実力試験委員長

　第18回（令和3年度）栄養士実力認定試験（一般社団
法人全国栄養士養成施設協会主催）が令和3年12月12
日(日)に行われました。(全国で栄養士養成校178校、参
加者9,091名が受験)
　この試験では、試験結果上位10位までの者を成績優秀
者、11位から100位までの者を成績優良者として表彰
状と記念品が主催者から授与されます。
　本学では栄養学科3年生295名と栄養科2年生75名が
受験し、管理栄養士専攻の大宮捺希さん、塩田彩奈さ
ん、橋本理沙さん、横田優衣さん、野邉花南さんの5名
が成績優良者として表彰されました。

令和4年5月17日（火）　令和3年度　渡邉辰五郎賞贈賞式・記念講演会が執り行われました。

｢渡邉辰五郎奨励賞」

【渡邉辰五郎賞　設置の趣旨】
　渡辺学園の創立者である渡邉辰五郎の偉業を讃え、後世に伝えるため、創立130周年を記念して渡邉辰五郎賞を創
設。「渡邉辰五郎賞」は、本学の建学の精神である「自主自律」に相応しく、社会での長年の活躍が評価され、貴重
な貢献をした卒業生を称えるもの。また、「渡邉辰五郎奨励賞」は社会での活躍が著しく、今後の活躍が期待され、
本学の栄誉を担う卒業生を称えるもの。

令和4年 10月22日土・23日日　　テーマ『再出発 ―新しい旅へ―』

＜お問い合わせ先＞　総務部総務課　soumubu@tokyo-kasei.ac.jp

ワクチン接種の様子

緑苑祭（板橋）キャラクター
「りょっくん」も雨にも負けず準備中！

講演会の様子 ㈱グラフィコの商品

　皆様の健康と安全に少しでも貢献したいとの思いから、板橋キャン
パスにおいて3回目の大学拠点接種（職域接種）が実施されました。
本学の学生・教職員・その家族・委託業者の他、本学卒業生等への接
種も実施しました。（※ワクチン接種はあくまでも任意であり、接種
をしないことで不利な扱いを受けることはありません。）
　接種した学生からは「3回目も大学で実施されてよかった」「授業が
始まったので接種出来て安心している」等の声がありました。
　今後もキャンパス内の感染対策を徹底し、学生・生徒の皆さんが安
心してキャンパスで過ごすことができるよう努めてまいります。
　最後に、最前線で対応にあたられている医療従事者の皆様に心から
の敬意を表すとともに、感謝申し上げます。

接種会場受付

3回目の大学拠点接種（職域接種）実施

栄養士実力認定試験 成績優良者表彰
栄養学科

実　施　概　要

令和4年
5月16日(月)～5月20日(金)

場 所 板橋キャンパス
16号館ルーチェ(食堂）

ワ ク チ ン 武田／モデルナ社製
ワクチン

約400名分を用意

令和３年度　渡邉辰五郎賞贈賞式・記念講演会

　板橋・狭山キャンパスの緑苑祭テーマが決定しました。その他の詳細は次号でお知らせする予定です。
緑苑祭実行委員会の活動の様子は、Twitter、Instagramでもチェックすることが出来ます。

今年も緑苑祭が開催されます！告 知

第62回板橋緑苑祭

受 賞 理 由

受 賞 者 長谷川　純代氏
　株式会社グラフィコ代表取締役社長CEO
　1988年卒　東京家政大学短期大学部　服飾美術科　美術コース　卒業

　本学卒業後、ゼロ基盤からのスタートで起業し、日用品・化粧品・健康
食品の分野でヒット商品と言われる“ミリオンセラー”を多数プロデュース
した。また、「FEEL　PEACE」プロジェクトなど社会貢献を大事にし

た事業も展開し、2020年東証
ジャスダックへの上場を果たし
た。全国の女性社長数は増加傾
向にあるが、上場企業の女性社
長比率が僅か1.0%という中で
の快挙である。本学は女性の活
躍を推進しており、学生にとっ
て大きな励みとなり得る。

Twitter: https://twitter.com/ryokusai_i
Instagram: instagram.com/ryokusai_i

実行委員

令和4年 10月23日日　　テーマ『自由奔放～心のままに全力で！～』

第9回狭山緑苑祭

Twitter: https://twitter.com/s_ryokusai
Instagram: Instagram.com/s_ryokuensai9

実行委員
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先日久しぶりに “推し” を観に行った。コロナ前に当選
していた公演は日程を二度延期したのち中止となっていた
ため、約 2年半ぶりの推し活だった。
感染対策のため声を出すことは出来ず、感情を拍手また
はグッズ（振るとシャカシャカ音がする）で表現しなけれ
ばならなかった。少し寂しいな…という気持ちがあったが、
始まってしまえば公演は変わらず楽しく、終演後に拍手を
しすぎた掌がじんと痛むのもまぁ悪くないかと思えた。
以前のように友人と歓声（という名の悲鳴）を上げられ
るのはいつになるのだろうか。
93号の発行にあたりご協力頂きました皆様に感謝申し上
げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （K.K）

2022年も瞬く間に半分が過ぎてしまった。楽しい時間
は早く、退屈な時間は遅く過ぎるとはよく言われる話だが、
時間の経過に注目する頻度が低ければ早く過ぎるように感
じ、それが高ければ遅く過ぎるように感じるということで
あるらしい。
思い返せば、筆者にとってのこの半年は、時間の経過に
注目する暇がないほどの変化、変化の連続であった。しか
しながら自分に巻き起こった変化により、年を重ねるごと
に感じることが少なくなる、「未経験なことを経験すること
の新鮮さ」を久しぶりに味わうことができた。
キャンパスの新入生もそろそろ大学生活に慣れたころ。
彼女たちも、きっと時の流れの早さを感じていることだろ
う。
至らない筆者に対し、さじを投げることなく、支えてく
ださる周囲のみなさまに心より感謝申し上げるとともに、
筆者にとって初めてづくしの本号の制作にご協力いただき
ましたみなさま、誠にありがとうございました。     （S.W）

■発行人　
　菅谷　定彦（学校法人渡辺学園 理事長）
■編集責任者
　岩井　絹江（学園運営室 室長）
■学園運営室
　門脇亜希子、吉村扶見子、川島　直子、涌井　静香　
　古角花亜菜、坂本　理恵
■編集・発行
　学校法人 渡辺学園 学園運営室
　〒173-8602　東京都板橋区加賀 1-18-1
　電話：03-3961-5690
■制作・印刷
　株式会社弘文社
■表紙デザイン
　坂本　理恵
■広報誌なでしこ バックナンバー

Tokyo Kasei Press Vol.93
学校法人渡辺学園　広報誌なでしこ
2022 年７月発行

次号94号は、2022年10月発行の予定です。
掲載希望の記事がありましたら、学園運営室にご連絡ください。

新型コロナウイルスの影響により、本誌掲載の行事等の開催
が変更・中止になる場合があります。お問い合わせは学園運営
室（03-3961-5690）までご連絡ください。

Tokyo Kasei Press 広報誌なでしこ
創設時の校章に「愛を意味し、母性愛と教育愛を象徴している」
撫子（なでしこ）の花がかたどられています。“平成”から“令和”
になった 2019 年に広報誌へリニューアルし、『なでしこ』の通
称名を付けました。これからの時代を“しなやかに凛と生きる”
女性として社会で活躍できるよう、願いを込めて多くの情報を
発信していきます。

学生記者　募集中です！！
学園運営室では学生記者を募集しています。文章を書くことが
好きな方、大学生活で新しいことにチャレンジしてみたい方、
一緒に広報誌なでしこを作りませんか？授業・サークル活動な
どに支障がない形で参加可能です。ご興味のある方は、お気軽
に学園運営室（03-3961-5690）までお問い合わせください。

「Tokyo Kasei Press 広報誌なでしこ」へ各種募集・告知・報告等の記事を掲載希望の方は、学園運営室まで原稿等を
お寄せください。次号は2022 年 10 月発行の予定です。よろしくお願いいたします。
＜お問い合わせ先＞学園運営室（担当：涌井）　メール：wakui-s@tokyo-kasei.ac.jp

☆記事掲載希望の方へ

　博物館ではコロナ禍において、企画展・常設展の公開を学内限定としてきましたが、学外の皆様にもお楽しみいただけるよう
「デジタルアーカイブの作成と発信」に力を入れてきました。
　博物館HPの「デジタルコンテンツ」内で、これまでの成果を公開しています。収蔵品紹介や展示解説動画の他に、令和3年度特
別企画展「裁縫雛形と自主自律の教え」を360°カメラで撮影した「バーチャル展示室」も体験できます。
　デジタルコンテンツをご活用いただき、実際に来館するのとはまた違った楽し
み方を見つけてください。公式Instagramでは博物館の展示やイベント情報は
もちろん、きせつにあわせた収蔵品紹介や学芸員のひとりごとなど、博物館の
「今」を発信します。
　モノの背景にある歴史やエピソードを知ると、今がもっと面白くなる。博物館
がみなさんの新たな発見や新鮮な驚きの場になるよう、さまざまな情報を発信
していきます。

対面授業が開始したこの 4 月、板橋・狭山両キャンパス
には学生の元気な声と笑顔が戻ってきた。こんな日が来る
のを待っていた教職員は「学生の顔が見えるのはいいです
ね !!」と誰もが自然と言葉に出ていた。
今年の猛暑は予想外に早く、梅雨に濡れる紫陽花を楽しむ
時間がないまま、夏日を迎えた。東京家政大学のキャンパス
は、駅から 5 分の至便な所にあるが、2 つのキャンパスは、
それぞれ 8 万㎡という広大な緑地に四季折々の花が咲き、
果実が実をつけ、ゆったり心地よく過ごせる自然環境が、学
生・生徒の学びを後押ししてくれる。私は梅雨に濡れるキャ
ンパス内の紫陽花の花が好き、同じ紫陽花なのに色合いが異
なり、どの花も美しい。キャンパスを闊歩する学生の表情は
様々だが、生き生きしていてさらに美しい !!!

P８～9 に掲載しているが、6 月 26 日に東京家政大学女
性未来研究所主催のシンポジウムが開催され、登壇者は樋
口惠子名誉所長、村木厚子津田塾大客員教授。【時代の荒波
を乗り越え、昭和・平成へと女性活躍・社会進出を創って
こられたおふたり】その表情は輝き、パワフルなお話から
生きるエネルギーをいただいた。
女性の社会進出のスタートは約 150 年前の明治時代。本
学の前身・和洋裁縫伝習所が女性の自主自律を建学の精神
に教員養成校として創立されたのが 141 年前、日本の女性
活躍草創期と時を同じ頃の創立というお話があり、創立者
渡邉辰五郎先生の “先見の明と偉大さ” を改めて感じた。
本号作成にご協力くださった皆様に感謝申し上げます。

（K.I）

東京家政大学博物館
デジタルコンテンツの公開

デジタルコンテンツ Instagram

たとえば「収蔵品データベース」なら 当館の４大コレクションのひとつ
「裁縫雛形（さいほうひながた）」の写真画像

と解説がご覧いただけます。

もっと裁縫雛形を知りたくなったら、
上記のコンテンツもご覧ください。

外国製のリボン

常設展の一般公開を再開しました。デジタルコンテンツを通して博物館
に興味がわいてきたら、ぜひ実際に足を運んで “本物” の魅力に触れて
ください。（現在、企画展の開催は休止しています）
最新の情報は当館HPで必ずご確認ください。
https://www.tokyo-kasei.ac.jp/academics/museum/

【常設展案内】
常設展①：学園の歴史と創設者
本学の歴史とともに裁縫雛形もご
覧いただけます。

常設展②：コレクション展示
「新収蔵資料紹介　谷中リボン」
日本初のリボン工場跡地（東京・
谷中）から発見されたリボンの見本
帳や書籍を中心にご紹介します。

「紫陽花に雫あつめて朝日かな」　　　  加賀 千代女
か が の ち よ じ ょ
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称名を付けました。これからの時代を“しなやかに凛と生きる”
女性として社会で活躍できるよう、願いを込めて多くの情報を
発信していきます。

学生記者　募集中です！！
学園運営室では学生記者を募集しています。文章を書くことが
好きな方、大学生活で新しいことにチャレンジしてみたい方、
一緒に広報誌なでしこを作りませんか？授業・サークル活動な
どに支障がない形で参加可能です。ご興味のある方は、お気軽
に学園運営室（03-3961-5690）までお問い合わせください。

「Tokyo Kasei Press 広報誌なでしこ」へ各種募集・告知・報告等の記事を掲載希望の方は、学園運営室まで原稿等を
お寄せください。次号は2022 年 10 月発行の予定です。よろしくお願いいたします。
＜お問い合わせ先＞学園運営室（担当：涌井）　メール：wakui-s@tokyo-kasei.ac.jp

☆記事掲載希望の方へ

　博物館ではコロナ禍において、企画展・常設展の公開を学内限定としてきましたが、学外の皆様にもお楽しみいただけるよう
「デジタルアーカイブの作成と発信」に力を入れてきました。
　博物館HPの「デジタルコンテンツ」内で、これまでの成果を公開しています。収蔵品紹介や展示解説動画の他に、令和3年度特
別企画展「裁縫雛形と自主自律の教え」を360°カメラで撮影した「バーチャル展示室」も体験できます。
　デジタルコンテンツをご活用いただき、実際に来館するのとはまた違った楽し
み方を見つけてください。公式Instagramでは博物館の展示やイベント情報は
もちろん、きせつにあわせた収蔵品紹介や学芸員のひとりごとなど、博物館の
「今」を発信します。
　モノの背景にある歴史やエピソードを知ると、今がもっと面白くなる。博物館
がみなさんの新たな発見や新鮮な驚きの場になるよう、さまざまな情報を発信
していきます。

対面授業が開始したこの 4 月、板橋・狭山両キャンパス
には学生の元気な声と笑顔が戻ってきた。こんな日が来る
のを待っていた教職員は「学生の顔が見えるのはいいです
ね !!」と誰もが自然と言葉に出ていた。
今年の猛暑は予想外に早く、梅雨に濡れる紫陽花を楽しむ
時間がないまま、夏日を迎えた。東京家政大学のキャンパス
は、駅から 5 分の至便な所にあるが、2 つのキャンパスは、
それぞれ 8 万㎡という広大な緑地に四季折々の花が咲き、
果実が実をつけ、ゆったり心地よく過ごせる自然環境が、学
生・生徒の学びを後押ししてくれる。私は梅雨に濡れるキャ
ンパス内の紫陽花の花が好き、同じ紫陽花なのに色合いが異
なり、どの花も美しい。キャンパスを闊歩する学生の表情は
様々だが、生き生きしていてさらに美しい !!!

P８～9 に掲載しているが、6 月 26 日に東京家政大学女
性未来研究所主催のシンポジウムが開催され、登壇者は樋
口惠子名誉所長、村木厚子津田塾大客員教授。【時代の荒波
を乗り越え、昭和・平成へと女性活躍・社会進出を創って
こられたおふたり】その表情は輝き、パワフルなお話から
生きるエネルギーをいただいた。
女性の社会進出のスタートは約 150 年前の明治時代。本
学の前身・和洋裁縫伝習所が女性の自主自律を建学の精神
に教員養成校として創立されたのが 141 年前、日本の女性
活躍草創期と時を同じ頃の創立というお話があり、創立者
渡邉辰五郎先生の “先見の明と偉大さ” を改めて感じた。
本号作成にご協力くださった皆様に感謝申し上げます。

（K.I）

東京家政大学博物館
デジタルコンテンツの公開

デジタルコンテンツ Instagram

たとえば「収蔵品データベース」なら 当館の４大コレクションのひとつ
「裁縫雛形（さいほうひながた）」の写真画像

と解説がご覧いただけます。

もっと裁縫雛形を知りたくなったら、
上記のコンテンツもご覧ください。

外国製のリボン

常設展の一般公開を再開しました。デジタルコンテンツを通して博物館
に興味がわいてきたら、ぜひ実際に足を運んで “本物” の魅力に触れて
ください。（現在、企画展の開催は休止しています）
最新の情報は当館HPで必ずご確認ください。
https://www.tokyo-kasei.ac.jp/academics/museum/

【常設展案内】
常設展①：学園の歴史と創設者
本学の歴史とともに裁縫雛形もご
覧いただけます。

常設展②：コレクション展示
「新収蔵資料紹介　谷中リボン」
日本初のリボン工場跡地（東京・
谷中）から発見されたリボンの見本
帳や書籍を中心にご紹介します。

「紫陽花に雫あつめて朝日かな」　　　  加賀 千代女
か が の ち よ じ ょ



24Tokyo Kasei Press なでしこ Vol.93

理事長コラム

理
事
長
コ
ラ
ム〝
世
界
を
生
き
る
〞

学
校
法
人 

渡
辺
学
園
理
事
長
　菅
谷 

定
彦

日
経
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
時
代
⑫

　
1
9
7
1
年
（
昭
和
46
年
）
か
ら
３
年
間
の
日
本

経
済
新
聞
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
時
代
は
、
多
く
の

先
輩
、
友
人
に
恵
ま
れ
た
。
特
に
兵
庫
県
西
宮
市
の

甲
陽
学
院
中
学
校
１
年
生
以
降
の
〝
生
涯
の
友
〞
で
、

大
阪
大
学
医
学
部
教
授
に
な
っ
た
多
田
道
彦
君
が
、

阪
大
医
学
部
に
女
性
２
番
で
入
学
し
た
同
窓
生
、
梢

夫
人
と
共
に
同
時
期
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
の

マ
ウ
ン
ト
・
サ
イ
ナ
イ
医
学
部
で
研
究
活
動
を
し
て

い
た
こ
と
が
、
私
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
を
一
段
と

楽
し
く
し
た
。

　
赴
任
早
々
の
３
月
中
旬
、
多
田
君
か
ら
今
シ
ー
ズ

ン
最
終
段
階
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
オ
ペ
ラ（
Ｍ
Ｅ
Ｔ
）

で
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
ア
イ
ー
ダ
」
の
チ
ケ
ッ
ト
が
２

枚
取
れ
た
の
で
一
緒
に
と
の
電
話
が
入
っ
た
。
着
任

早
々
で
あ
い
さ

つ
回
り
や
原
稿

執
筆
に
追
わ
れ

て
は
い
た
が
、

甲
陽
学
院
高
校

時
代
、
硬
式
テ

ニ
ス
で
国
民
体

育
大
会
第
３
位

な
ど
全
国
的
プ

レ
ー
ヤ
ー
だ
っ

た
私
は
音
楽
愛

好
家
で
も
あ
っ

た
の
で
、
二
つ
返
事
で
Ｏ
Ｋ
。
時
差
の
問
題
で
夕
方

が
仕
事
に
な
る
夕
刊
用
記
事
を
急
ぎ
済
ま
せ
て
ホ
ッ

ト
ド
ッ
グ
を
２
本
早
食
い
。
42
丁
目
９
番
街
の
マ
グ

ロ
ウ
ヒ
ル
本
社
内
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
局
か
ら
11
〜

13
丁
目
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に
近
い
ウ
エ
ス
ト
サ

イ
ド
の
リ
ン
カ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー
に
か
け
つ
け
た
。

初
め
て
の
M
E
T
な
の
で
、
早
め
に
ス
タ
ー
ト
し
た

が
あ
い
に
く
の
渋
滞
で
、
到
着
し
た
の
は
３
分
前
。

待
っ
て
い
た
多
田
の
第
一
声
は
「
相
変
わ
ら
ず
ギ
リ

ギ
リ
や
な
」。

　
甲
陽
学
院
高
校
３
年
生
時
代
、私
が
庭
球
部
主
将
、

多
田
は
Ｎ
ｏ
．２
兼
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
生
徒
会
長
で

も
あ
っ
た
が
、放
課
後
の
高
校
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
、

私
が
ト
イ
レ
や
着
替
え
に
手
間
取
り
、
い
つ
も
一
番

最
後
に
到
着
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
開
演

直
前
に
中
央
部
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
ゆ
っ
く
り
と
上

昇
す
る
中
、
１
階
中
央
部
の
席
に
着
い
た
と
こ
ろ
で

開
幕
。
シ
ャ
ン
パ
ン
を
飲
み
な
が
ら
の
短
時
間
休
憩

を
は
さ
ん
で
３
時
間
余
。
広
大
な
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
に

響
き
わ
た
る
豊
か
な
声
量
。
本
物
の
象
が
２
頭
登
場

す
る
華
や
か
な
舞
台
に
圧
倒
さ
れ
た
。

　
以
降
、
米
州
編
集
総
局
長
と
し
て
２
度
目
、
２
年

間
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
勤
務
を
合
わ
せ
る
と
50
回
近
く

は
Ｍ
Ｅ
Ｔ
に
通
い
続
け
た
。
当
時
は
男
性
で
は
ド
ミ

ン
ゴ
、
パ
バ
ロ
ッ
テ
ィ
、
女
性
で
は
ノ
ー
マ
ン
、
バ

ト
ル
の
全
盛
期
。
大
好
き
だ
っ
た
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ

ク
の
「
ホ
フ
マ

ン
物
語
」
は
３

〜
４
回
も
観
劇

す
る
な
ど
、
多

田
同
様
オ
ペ
ラ

フ
ァ
ン
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

は
11
月
か
ら
３

月
ま
で
寒
さ
や

降
雪
で
ゴ
ル
フ

が
出
来
な
か
っ

た
こ
と
も
、
幸
い
し
た
。

　
あ
る
夕
刻
、
多
田
か
ら
話
が
あ
る
の
で
食
事
し
よ

う
と
い
う
の
で
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
会
っ
た
と
こ

ろ
、「
お
い
菅
谷
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・

生
理
学
賞
を
と
れ
る
か
も
」
と
言
い
出
し
た
。
続
い

て
多
田
は
、「
心
筋
細
胞
体
の
活
性
を
制
御
す
る
蛋
白

質
、ホ
ス
ホ
ラ
パ
ン
を
自
ら
発
見
し
た
」と
言
う
の
だ
。

「
中
味
は
よ
く
理
解
出
来
な
い
が
頑
張
れ
」
と
言
う
に

止
め
た
が
、
そ
こ
か
ら
多
田
の
悩
み
が
始
ま
っ
た
。

　「
こ
の
論
文
は
じ
め
自
分
の
業
績
は
全
て
、
主
任

教
授
が
筆
頭
で
俺
は
２
番
手
、
３
番
手
」。「
し
か
し

日
本
に
戻
る
と
研
究
費
は
米
国
の
10
分
の
１
、
雑
用

は
10
倍
」
と
言
う
。
私
は
こ
れ
と
全
く
同
じ
こ
と
を

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
作
り
出
し
て
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理

学
賞
を
受
賞
し
た
山
中
伸
弥
京
都
大
学
教
授
か
ら
後

日
聞
い
た
。
多
田
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
ね
ら
っ
て
米

国
に
居
続
け
て
も
と
れ
る
保
証
は
な
い
し
、
阪
大
教

授
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
る
。
こ
の
話
に
10
回
近
く
は
つ

き
合
い
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
研
究
で
成
果
を
挙
げ
て
い

る
梢
夫
人
と
良
く
相
談
す
る
べ
き
だ
が
、
俺
な
ら
米

国
に
残
る
、
と
言
い
続
け
た
。
　
　
　
　
　

　
多
田
の
結
論
は
帰
国
し
て
大
阪
大
学
で
頑
張
り
続

け
る
こ
と
だ
っ
た
が
、
山
崎
豊
子
の
「
白
い
巨
塔
」

の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
阪
大
医
学
部
で
研
究
以
外
に
多

く
の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、
教
授
を
20
年
近
く
続
け
た

後
、
神
戸
市
に
新
設
さ
れ
た
産
学
共
同
の
「
ゲ
ノ
ム

医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
」
社
長
。
人
望
も
厚
く
、
平
成

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人（
下
①
）

米
医
大
比
で
研
究
費
10
分
の
１
雑
用
10
倍

12
年
第
17
回
国
際
研
究
学
会
の
日
本
部
会
会
長
な
ど

国
際
会
議
に
年
１
回
は
海
外
出
張
し
、
私
の
米
州
編

集
総
局
長
時
代
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
度
々
会
っ
て
い

た
が
、
平
成
17
年
２
月
食
道
ガ
ン
で
67
歳
の
若
さ
で

死
去
し
た
。

　
私
は
後
、日
経
専
務
取
締
役
大
阪
本
社
代
表
時
代
、

大
阪
大
学
の
医
学
部
長
、
教
授
と
交
流
が
あ
り
、
多

田
の
話
題
に
な
る
と
、「
米
国
に
残
っ
て
お
ら
れ
た

ら
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
可
能
性
は
あ
っ
た
と
思
う
」
と

口
を
そ
ろ
え
て
い
た
の
で
、
私
は
多
田
の
本
当
の
死

因
は
わ
が
国
の
不
十
分
な
研
究
費
と
人
間
関
係
の
ス

ト
レ
ス
だ
と
い
ま
で
も
思
っ
て
い
る
。

　
多
田
は
オ
ペ
ラ
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
ゴ
ル
フ
の
愛
好

家
だ
っ
た
。
私
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
着
任
の
７
月
に
さ

そ
わ
れ
た
ボ
ス
ト
ン
交
響
楽
団
の
夏
休
み
兼
演
奏
会

の
タ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
旅
行
は
梢
夫
人
と
３
人
だ
っ
た

が
、
ゴ
ル
フ
も
や
る
と
い
う
の
で
近
く
の
ゴ
ル
フ
場

で
一
戦
交
え
た
こ
と
も
あ
る
。
腕
前
は
私
と
近
い
レ

ベ
ル
だ
っ
た
が
欠
点
は
プ
レ
ー
が
遅
い
こ
と
。

テ
ィ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
上
が
っ
て
打
つ
ま
で
１
分
ぐ

ら
い
か
か
る
。「
何
を
考
え
て
る
ん
だ
」
と
聞
く
と
、

打
つ
前
に
押
え
る
ポ
イ
ン
ト
が
８
か
所
あ
る
と
の
返

事
。「
せ
め
て
半
分
に
し
ろ
」
と
い
っ
た
が
、
悪
い

ク
セ
は
最
後
ま
で
治
ら
な
か
っ
た
。

　
私
の
日
経
取
締
役
大
阪
本
社
編
集
局
長
時
代
、
後

に
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
を
受
賞
し
た
京
都
大

学
の
本
庶 

祐
教
授
と
３
人
で
プ
レ
ー
し
た
い
と
の

申
し
出
が
多
田
か
ら
あ
り
、「
本
庶
先
生
の
プ
レ
ー

の
ス
ピ
ー
ド
は
」
と
聞
く
と
、「
俺
よ
り
遅
い
」
と

い
う
の
で
断
っ
た
が
、
こ
れ
が
ゴ
ル
フ
に
関
す
る
多

田
道
彦
と
の
最
後
の
会
話
に
な
っ
た
。

※
次
号
は
日
経
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
時
代
⑬

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人
（
下
②
）」
で
す
。

学校法人渡辺学園  広報誌なでしこ

02 

児
童
学
部
が
２
０
２
３
年
４
月
ス
タ
ー
ト

08 

連
載「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゆ
く
え
」 　   

女
性
の
未
来
と
希
望

東京家政大学大学院／東京家政大学／東京家政大学短期大学部／東京家政大学附属女子中学校高等学校／東京家政大学附属みどりケ丘幼稚園

04 令和時代の小学校教諭養成
14 グローバル教育センター
16 附属女子中学校高等学校

vol.2

1987年日経米州編集総務局長時代。
来米した多田教授とマンハッタンの菅谷宅にて。

1971年７月タングルウッドの民泊で。
多田道彦、梢夫妻と。

ほ
ん
じ
ょ
た
す
く

（
訂
正
）
前
号
の
理
事
長
コ
ラ
ム
の
写
真
説
明
で
、

大
木
充 

元
ソ
ニ
ー
常
務
と
あ
る
の
は
元
ソ
ニ
ー
専

務
。
文
中
菅
谷
の
日
経
常
務
取
締
役
名
古
屋
所
長
と

あ
る
の
は
、
日
経
常
務
取
締
役
名
古
屋
代
表
の
誤
り

で
し
た
。


